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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長
　皆さん、こんにち
は。お食事の方はお
続けください。３月
に入りまして、多少
暖かくなってきたと
思っておりますが、
まん延防止期間が残
念ながら延長になっ

てしまいました。そうはいっても４月には、気持ち良
く暖かい春を迎えられることを信じて引き続き前を向
いてしっかりやっていきたいと思っております。どう
ぞよろしくお願いいたします。
　また、長くは述べませんが、ロシアによるウクライ
ナ侵略については大変な事態になっていると思ってお
りますが、世界平和を希求するロータリーとして、ま
たひとりの人間としても、この事態が速やかに終息す
ることを強く願いたいと思っております。ご理解いた
だければと思います。
　本日は、３月３日ということで、桃の節句でござい
ます。本日であれば、この話を話題とするところであ
りますが、この話はスルーいたしまして、３月７日が
「サウナの日」と見つけました。少し無理がありますが、
サウナの話題をしたいと思います。
　昔は、サウナと言えばちょっと怖いおじさんがい
らっしゃって、なかなか行きづらい雰囲気があったと

思いますが、最近は若い人中心に『ととのう』 という
キャッチフレーズの下に大変なサウナブームになって
おります。我が家もちょうどそのくらいの息子がいて、
息子の影響があり、ここ１～２年、釧路近郊のサウナ
を少し開拓させていただいておりました。
皆さん行ったことがあるかもしれませんが、塘路の駅
前に『THE GEEK（ざ ぎーく）』というゲストハウス
を兼ねたサウナがありまして、釧路湿原をドーンと目
の前に眺めながら休む場所もあり、サウナと水風呂を
楽しめる場所があります。
経営しているのが東京の上場会社を辞めて行っている
達川さん、まだ 30歳ぐらいの若い方です。人と人が
集まる場所を作りたいとして、この場所にたどり着い
たというお話です。
僕は昨年の 12月ぐらいに行きましたけれども、その
時も大阪から来た５人組の大学生と静岡から来たおじ
さま１人が一緒になりまして、それはそれで、このサ
ウナに感動をして「本当に素晴らしい」とお話をして
いました。その後、達川さんと少しお話をしましたが、
「まだ開業をして１年と少しですが、少しずつこの地
域にも慣れてきて交流も増えてきた。弟子屈のまちお
こし協力隊の川上さん（先日こちらの例会にも来てい
ただきました、例のＵＨＢを辞めて来られた方です）
なども交流があって、地域活性化のアイデアを出し合
いながら一生懸命頑張っています」という話をしてお
りました。

　そうこうしているうちに新聞を見ていますと、今度
は鶴居の小学校の跡に、これも「本州から来た方がク
ラフト工場を立ち上げる」という記事も拝見しました。
厚岸のウィスキーから釧路・根室の地酒とコラボしな
がら行っていくと素晴らしい観光資源になるのではな
いかと思っております。
　以前も話をしましたが、このような地域活性化の種
を大きく育てられるかどうかは、われわれ地域住民の
温度の高さ・民度になってくるかと思いますが、また、
無理くりですが本日の藤井さんの『元町青年団』の活
動とはこの地域の民度から生まれたものと思っており
ますので、われわれもこの活動をもっと応援していく、
温度を高めていきたいと思っております。
　元町青年団ということで、この「元町」という名前
はご存じのとおり釧路地域には元町という地名はあり
ませんが、釧路地域発祥の地を総称して元町という名
前を付けたと聞いております。
この元町という存在しない地名つながりで、最後にひ
とつウンチクをご紹介して終わりにしたいと思いま
す。
実はトヨタ自動車発祥の地が愛知県の豊田市になりま
す。この豊田市に昔からあるトヨタの主力工場があり
まして、これが『元町工場』と言います。豊田市に元
町という名前がないのになぜ元町工場か、ですが、こ
れが「いい話」でして「もと・まち」でしょ。『元・
町工場』なのです。トヨタの創業者が「いくらトヨタ
が大きくなっても町工場だった時の精神を忘れるな」
という意味で主力工場に元町工場という名前を付けた
ということです。
また、無理くりですが、元町青年団の活動も釧路の歴
史をしっかりと受け継いで、引き継いで行こうという
思いから生まれたものだと思いますので、少しニュア
ンスが違うかもしれませんが、このトヨタの思いと共
通の思いがあるのではないかと思いまして、今日の話
を締めさせていただければと思っております。
本日のお話を楽しみにしております。どうぞよろしく
お願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事
　皆さま、こんにち
は。幹事報告をさせ
ていただきます。
他クラブの例会につ
きましては、お手元
の例会案内をご一読
ください。東クラブ、
ベイクラブの「えい

せい」の「せい」の文字が間違っておりました。生き
るという文字ですので訂正をお願いいたします。
　また、３月のロータリーレートは、１ドル 116 円

となっております。
昨日、事務局より会員の皆さまへ案内をさせていただ
きました「迷惑メールが非常に横行している」という
問題です。会員の中にも「何件か来た」という方がい
らっしゃいます。非常に悪質な内容、化けることがう
まい、地区のガバナー事務所の名前を語って添付ファ
イルを開かせる内容になっているものがあります。と
ても近しい、少し勘違いをしやすい内容になっていま
すので、ぜひ皆さま、パソコンでメールを受信した際
には、メール自体を見ただけでは感染はしないと聞い
ておりますので、送信者をだけではなく、添付ファイ
ルを開かれる前には内容、文面等をしっかりと確認を
した上で、ご自身で安全を見守っていただければと
思っております。
　以上でございます。よろしくお願いいたします。

大成寺副住職　藤井　敬亮君
　ご紹介に与りまし
た大成寺の藤井敬亮
でございます。持ち
時間が 25分の中で
どこまでお伝えでき
るか分かりませんけ
れども。先ほど会長
からお話があったよ

うに『元町青年団』、その活動の一環で、青年団の活
動ではありませんけれどもいろいろ関連してございま
す。そのようなところをご紹介させていただきます。
深い話をすると時間が足りないので、本当にこの場で
はご紹介という感じになるかと思いますけれどもお付
き合いください。『元町おてら食堂をはじめとする地
域活動』ということでございます。
私がこのようなことをいま行っています。具体的に５
つありまして、『元町青年団活動』『元町おてら食堂』『釧
路元町てらこや』『元町講座』、そして『くしろフット
パスを広め隊」』と、このような団体活動を行ってお
ります。
　先ほど、ご紹介があった「元町青年団活動」は
2015 年から始めていていますけれども創立以来、関
わっています。でも、私は青年という立場ではありま
せん。中心で動いていらっしゃる方は 30代前半の方
です。私としては、少し渋い意見を言ったり、「頑張っ
てそれをやってみたらいいじゃない」というような立
場で、極力協力をする立場で、この青年団の活動に携
わらせていただいております。
　『元町おてら食堂』が本日の主題ですが、これは、
私が言い出しっぺで始めました。この元町青年団で知

り合った方と組んで行いましたけれども、これが足か
け６年続いています。
「元町てらこや」も閉園した明照幼稚園、前の藤井正
信がこの会員でしたけれども、閉園をした明照幼稚園
を 2019 年から活用して子どもたちを集めて毎週土曜
日に開催をしております。
「元町講座」、これは元町青年団から派生したイベント、
講座です。
「くしろフットパスを広め隊」、これも元町青年団発足
時から釧路公立大の学生さんや教授と共同で「フット
パスをやろう」と進めてきた事業です。
　これが、いわゆる元町です。元町という地名はあり
ませんけれど、強引に元町という名前を付けさせてい
ただきました。この左下に米町・寺町という所がござ
います。そこをアップすると、赤丸で囲んだ所、もう
分かると思いますけれどもお寺と神社。下の方に４つ
重なっていますが、下から「西端寺」さん、そして「定
光寺」さん、そして「大成寺」、ウチです。そして日
蓮宗「法華寺」さん、その上は「厳島神社」。向かい
の方には菅原さんの「本行寺」さんと「聞名寺」さん
があります。これがだいたい元町青年団というか、私
が活動している足元、地域となりましょうか。
さらにアップします。これが大成寺の航空写真です。
下の方に赤い屋根、園庭があります。そこが、明照幼
稚園があった所。とても広い園庭です。この園庭では
毎年、夏になると町内会の盆踊りなどの催しが何十年
も前からここで開催されておりました。その幼稚園の
園庭の上の方にお寺があり、本堂と左側に３階建ての
納骨堂がございます。この１階が広い会館になってお
ります。そこでは昔、葬儀などを行っておりましたけ
れども、いまは大手の葬儀会社の会館でとなり、ほと
んど使うことがなくなりました。
場所もある、キッチンもある、すべて設備は整ってい
るのになかなか利用されない。活用されないもどかし
さがありました。明照幼稚園は 64年続き、根付いて
いておりまして地域の人々に親しまれていたという自
負があります。やっぱり寺があって、寺町であって、
そこでみんな育まれて、そしていまこのように大きな
大社などに育っていったという歴史がある場所と思わ
せていただきました。
ここを活用しよう。やっぱりこの地域を活性化させる
には、特色である寺が動かなければいけないだろう。
そう思って始めた様々な活動でございます。
　「元町おてら食堂」です。2017 年９月に元町おて
ら食堂実行委員会を立ち上げる。隔月に１回、毎月で
はありません。毎月だと辛くなります。持続可能なや
り方で行っております。隔月に１回開催、現在 16回
活動。当初、「大成寺」「釧路市社会福祉協議会」「釧
路市包括支援センター」「釧路市生活相談センターく
らしごと」の４団体で立ち上げました。後に、このよ

うなことを行うけれども協力をいただけるかと、「ま
ちおこし」さんにもお話をして、お待ちしておりまし
た。「本行寺」さん、そして「元町青年団」があと付
けで参加をされて、いまは仲良く活動をさせていただ
いております。調理スタッフはすべてボランティア、
現在 20名ほど登録をしていて、ボランティアと言っ
ても昔から地域にいるおばちゃん方です。僕の小さい
ころも知っているような同級生のお母さんなどが集
まって、キッチンスタッフとして参加してくださって
おります。その他、「道警学生ボランティア」、北海道
警察の方でもご理解ご協力をいただきまして学生ボラ
ンティアを連れてきてくれます。檀家や地元企業から
の食材等の提供なども度々ございました。小規模なフ
リーマーケットのコーナーなどを設置して賑やかに
行っていたところです。
会場を他の寺院に代え、寺町全体の活性化を目指して
できればいいなということです。そのような活動が大
まかな概要です。
　これは、第１回目の食堂が終わった時に、私個人の
ＳＮＳで投稿した文章です。自分でもうまくまとまっ
たと思いながら書きましたので、ここで紹介をさせて
いただきます。
過疎地域での多世代地域交流を目的に初の『おてら食
堂』が開店しました。開店直前からたくさんのお客様。
用意したメニューは、あっという間に売り切れ、80
食以上は出たようです。閉店予定の 14時まで持ちま
せんでした。古い写真や遊びコーナーも好評でした。
大成寺の宣伝イベントではなく、月に１回くらいの地
域の居間として福祉情報・地域情報の発信の場を目指
します。近隣のお寺の会場を借りて共同開催ができた
らいいなとも思います。将来の夢ですが。ということ
です。まだこの時は広がっていませんでした。大成寺
の過疎地域の悩みである独居・高齢者の引きこもり・
若年層の貧困・単身者の会話不足などは、地域住民の
定期的な顔合わせによる情報交流によって多くの問題
の解決の糸口となるのではないでしょうか。包括セン
ターさん・社協さん・くらしごとさん・お檀家さま、
皆さんの温かい慈悲のお気持ちで初回が大成功となり
ました。ありがとうございました。改めてお礼とこれ
からのご協力をお願いしましてご報告いたします。と
いうことであります。
この地域福祉に特化した団体が集まっております。包
括センターさんは、お年寄りなどに詳しい方。社協さ
んは、福祉全体。くらしごとさんは経済困窮者の支援
センターです。そのようなところから知恵や人脈をつ
ないでいただき、協力をして行っていただいておりま
す。
簡単な目的としては、全体を包括すると地域活性化が
目的。もうこれに尽きます。地域の公共資源としてお
寺を活用していただけたらいいなということ。地域の

明るい話題として多世代交流の場づくり、居場所づく
り、情報提供の場、を目的としております。
一番下に書いてありますけれども、このようにどこか
で活動していることが、「自分が住んでいる地域で何
かを行っている」と聞くだけでもその地域の人は、こ
の地域は生きているなと感じると思います。そのよう
に「生きている地域に住んでいる」という実感を持っ
てもらうということで、ささやかな活動ではあります
けれども続けて行って行かせていただけたらなと思っ
ております。
会議と進行、ふた月に１回ですから「開催日を始め」
とすると、それから１週間以内に振り返りと次回内容、
次々回の開催場所の決定。次の開催日の１週間ぐらい
前には直前内容を確認・決定。在庫確認・買い出しリ
スト、前々日に買い出し、前日に仕込み、そして開催
する。
この青い所だけが会議です。会議は２カ月に２回だけ
で、やっぱり、あまり力を入れ過ぎると。各団体は、
これを業務として携わってくださっています。ボラン
ティアとして私に協力をしてくれているのではなく、
各包括さん・社協さん・くらしごとさんは業務として
担当を決めて、きちんと携わってくださっているので
す。そのようなところを普通の業務に支障をきたさな
いように、肩の荷が軽い状態で続けられるように２カ
月に２回の会議で収めております。
これがだいぶ昔の会議風景ですけれど、すごく和やか
な感じですね。奥の方に地域の人、おばちゃん・おじ
ちゃん。そして手前の方は包括さんです。奥の右手は
くらしごとさん。手前に社協さん。これがこれまで大
なり小なり関わってくださったところです。
チラシはこのような感じで配らせていただいておりま
す。これも「おてら食堂実行委員会」として予算を付
けて、チラシを配るではなく、各団体事業者様が自分
の中の責任で、自分のできる範囲で告知して、チラシ
を配ってくださっております。当日は、『お寺の大広
間を地域の居間に』がコンセプトとして、元町おてら
食堂は、来た方みんなで交流をしながら楽しく食事が
できる場です。運営は地域ボランティアで成り立って
います。スタッフと参加者の境目はありませんので、
みんなで一緒に楽しい場所をつくりましょう。このよ
うなコンセプトで行っております。やっぱりその場に
いるすべての方々が参加者であり、事業者です。もう、
食事を提供する側・される側というような境目はなく
そう。みんなで和やかに行おうというコンセプトをつ
くらせていただきました。
これは告知先です。
このような過去のデータもあります。これが、第１回
です。2017 年９月 24日、参加者 96名。僕は、お
てら食堂を始めるとき 30名～ 40名集まれば良いか
な。それが毎月でもできれば、いろいろなお寺ででき

て、みんなが和やかに過ごせるのではないかと思って
いましたけれども、初回からいきなり 96名集まりま
した。キャパの問題がありまして、皆さんにお願いを
することが心苦しくなりまして、いまできるところは
限られていますけれども、これが第１回目です。
第２回目、参加者74名。少々減ったなとお思いでしょ
うが、この時は釧路市内が「暴風雨警報」ということ
で、小中学校が臨時休校になりました。それくらい酷
い雨風の日でした。前日までに仕込みをしていたので、
「開店休業だね」ということで開店しました。フタを
空けてみれば、もう雨風の中をびしょ濡れになりなが
ら 74名の方が集まってくださって、とてもありがた
く感じました。
　第３回、108 名。この日は１月、お正月だったの
で子どもに餅をつかせて、会館のステージの上ではカ
ルタを行いました。
　第４回、106 名です。これは 3月８日、ひなまつ
りということで、ちらし寿司のようなメニューとパチ
ンコの『夢屋』さんから賞味期限近くのお菓子を。何
度か提供いただきましたね。そのお菓子を来た子ども
たちに「おもちゃのお金でお買い物訓練をしてもらお
う」と行って、左下の写真ですけれども、子どもの相
手をしております。
　第５回、これは菅原さんの本行寺さんで行ったとこ
ろです。参加者が爆発的に増え、240 名です。これ
も右下でお買い物体験を行っています。左下では、あ
れがおもちゃのお金かな、子どもたちがみんな楽しん
で遊んでおります。
　第６回、これも本行寺さんです。参加者 91名。こ
の時あたりから「片隅で何かやらせてくれ」と。右上
の写真、「大きい麻雀牌の麻雀をやろう」という人が
いまして、やっていただきました。左上が、これは後
に紹介しますけれども、「フットパス」という元町地
域の街歩き団体、それを無理やりこのおてら食堂に合
わせて開催し、街歩きを行った後にお昼をここで食べ
ていただくというように、お寺をぞんぶんに活用して
いただきました。
　第 7回、273 名です。ステージの上に卓球台を置
いたり、このあたりからフリーマーケットを何軒か出
すようになりました。ささやかな小物ですが。
　第８回、これは西端寺さんです。この時もフリーマー
ケットの方々、そして子どもたちのお買い物体験。左
下の写真の奥に子どもの居場所づくり「ＪＵＭＰプラ
ン」というものがありますけれども、これは北海道警
察ＪＵＭＰ隊という学生ボランティアの方が来てくだ
さって手伝っていただいております。
　第９回、261名。これは大成寺です。これも１月だっ
たので、餅つきをしてカルタ大会です。このあたりか
ら、いろいろなところで聞きつけた大学生が「手伝い
たい」ということで集まってきまして、「どうぞ、子

ども担当でよろしくお願いします」ということで子ど
もは大学生に任せたりしました。
　第 10回、これは道警さんで、子どもたちに警察の
コスプレ衣装を着せて写真を撮ってあげるイベントを
行いました。これは西端寺さんです。
　これは、本行寺さん、228名。右下は「音別ふき蕗団」
代表の伊藤まりさん。この時フキの即売会を行って、
持ってきた分はすべて完売しました。
　第 12回、これは本行寺さんです。左下は道警マス
コットキャラクターの『ほくとくん』が来てくれまし
て、子どもの相手をしてくださいました。右上は、ほ
くとくんのぬりえです。
　第 13回、これは大成寺です。カレーを食べました。
第 14回、これも大成寺です。
　第 15回、217 名。コロナ前の１月 19日。この後、
コロナ禍に突入します。釧路小にマスクキット 300
個を寄贈いたしました。
その２カ月後には、「おてら食堂を振り返る」という
ことで、各団体の広報チラシと、いままでどのような
ことを行ったかのアンケートを書いたり、写真を添え
て報告する、ということを登録していただいた方に送
付させていただきました。
「居間で食事がありなら、居間で勉強もありだろう」と、
元町おてら食堂ではなく、食堂の所に「×」を付けて
講座として、郷土史家・佐藤宥紹先生や観光センター
の木村さんや私が講師となって、『元町おてら講座』
という講座を開かせていただきました。
「食事を提供することもやってみようか」ということ
で、昨年の 7月にテイクアウトでカレーをやってみ
ました。でも、お寺の居間でくつろいでいただくこと
がコンセプトなので、食糧配給とは違う、ちょっとず
れているね、ということでこのテイクアウトは１回で
終わっております。
　第 16回、これが今年の１月９日。２組・入れ替え
制で、50名 50名の 100 名限定で、対策をして開催
させていただきました。
過去のアンケートからこのようなアンケートがありま
した。下から３番目、「たくさんの方と一緒にご飯を
食べることがあまりないので楽しかったです」、この
ように老人の方からいただくとやって良かったと思い
ます。
これが、おてら食堂に関する新聞記事です。この「子
ども食堂、昨年の 1.6 倍に」と。これは昨年の新聞記
事ですけれども。道内は 1.4 倍の 161 カ所、その下
に「孤立防止も担う」と書いてあります。
私の中では、この孤立防止、この地域交流が主目的で、
子ども食堂が従です。やっぱり人が集まって何かをす
る所に子どもが集まる、そのようなことを元から主眼
としておりました。いうならば、子ども食堂という扱
いであれば、西洋医学のピンポイント手術のようなも

のです。この下の「孤立防止・地域の居場所提供」と
は、東洋医学の全体療法のような感じでしょうか。そ
のように考えておりますので、子ども食堂にも意味合
いとして足を踏み入れております。
これは、いろいろなところで講演、ご紹介しましたよ、
ということ。
　もうひとつ、『くしろ元町てらこや』、これは大成寺
の事業です。毎週土曜日 12時 30分から 15時まで、
地域の子どもたちを集めて開いております。民生委員
さんのご了解、地区町内会のご協力、おてら食堂のキッ
チンスタッフさんも手伝いに来てくださいます。教育
大学釧路校の地域・環境教育専攻地域教育分野という
難しい所からゼミ生が毎週 10名ぐらい、多い時は
14名～15名が来て子どもたちの世話をしてくださっ
ております。
これは、始めた時の告知記事です。釧路明照幼稚園は
昭和 30年に大成寺第６世住職の藤井正亮が始めまし
た。終戦より数年が経ち、復興の機運が高まっていた
ころでした。先に各宗連合の仏教協和会が仏教幼稚園
を富士見町に設立していましたが、６世住職は「いわ
ゆる下町地区にこそ教育が必要だ」と、大成寺の境内
で釧路明照幼稚園を始めました。その幼稚園が少子化
と地域情勢の変化により平成 30年に 64年の歴史に
幕を下ろしました。長きに亘り地域に親しまれた幼稚
園の設立時からの指針「あかるく・ただしく・なかよ
く」をいまに引き継ぎ、広い園舎と広大な園庭を子ど
もたちと地域の方のために活用することが一番良いこ
とだと思います。ということで、「てらこや」を始め
た動機でございます。
これが、『Haport』さんに紹介をした記事です。閉園
した幼稚園の施設や用具、広い園庭をそのまま活用し
ています。子どもに限らず地域の居場所をつくる活動
として大成寺が園舎を開放しています。教育大生のゼ
ミ活動の場ともなっており、学生が毎回参加をして、
時には企画をし、子どもたちと関わってくれます。勉
強も教えてくれます。地域の大人もお茶を飲みながら
子どもたちを見守ります。「何かさせる」という場所
ではありません。これが大事なのですよ。何かをさせ
る場所ではないですね。家族以外の大人、歳の違う友
だち、知らない友だちと一緒に過ごす中で、子ども自
身が考え、解決し、成長する場所を目指しています。
就学前のお子さんは責任者同伴でお願いしています。
というような意味合いで行っております。
これが、幼稚園と園庭で、教室とホールです。これは
大学生が子どもたちと一緒に縄跳び、奥の方では跳び
箱をしています。マットも出しています。柔らかい積
み木で子どもたちと遊んでいる様子です。これは教室
で黒板に落書きをしています。
これは夏に行った花火大会です。この時も子どもだけ
で30名ぐらい。親御さんを合わせると60名～70名、

もっとかな。ご両親が集まって本当に夏らしい花火大
会でした。
これは暗くなってから園舎をお化け屋敷にして「きも
だめし」の大会です。学生さんがいろいろなことを考
えて脅かしてくれました。これはクリスマスです。ス
ノードームのようなものをペットボトルで作った時で
す。スライドを見たり、これは学生さんが企画をして
みんなで遊ぼうということで遊んでくれました。多い
時では、子どもたちが 30名ぐらい、１クラス分ぐら
い来ます。ですから 10名くらいの学生さんが来てく
ださるととても助かります。
それと「元町講座」の活動。これは遊郭を特集した時
の講座で、160 名ぐらい集まりました。この時も北
陽高校の放送部に協力をいただき進行をしていただき
ました。これはコロナ禍で少し席数を減らして行いま
した。これも大学の先生に１コマを持ってもらって社
会学的な見地から、この元町のことについて発表をし
ていただきました。これもディスカッションです。郷
土史家・佐藤宥紹先生、左側には釧路公立大学の神野
先生です。右側には生徒と地域の方でディスカッショ
ンを行いました。
これがつい先日、２月 27日に行い新聞記事に載った
元町講座です。これには、釧路北陽高校の放送部、湖
陵高校の放送部、そして釧路公立大学の神野ゼミの３
年生・４年生が２組ずつです。公立大学の北島ゼミの
３年生から２組、卒業の研究発表ということで場を設
けました。これが元町講座です。
これが「フットパス」。これが街歩きです。これは高
校生と大学生共同の街歩き、「元町界隈を歩こう」と
行いました。これは灯台の裏の所で説明を受けている
ところです。終わりにお寺の会館でディスカッション
を行います。これは一般の方を招いた時、このような
食事会をしたり。この時は、米町公園に集合して弁天
ケ浜の清掃活動を行いました。
このようなことが私の活動ですけれども、この『青年
団活動』を始めとして、『おてら食堂』『てらこや』『元
町講座』『フットパスを広め隊』、そのような活動はそ

れぞれが独立しているわけではありません。執行部や
参加者や学生ボランティアなどがお互いにいろいろな
ところで重複し合っています。これ１つ取ってどうだ
ということではありません。これが、この元町の地域
でいろいろなところで活動をしていることが、この地
域に住む人々にとって、「生きている街に住んでいる」
と評価されるのではないかと思っております。「地元
に根を張る」という言葉がありますけれども、根を張
るには、足元でなければ根は張れません。土の中は潜
りこんで行かなければならない。その土というのは、
そこに住む人々なのです。その人の中に自分自身が飛
び込んで行かないと木として大きく成長することはで
きないと思います。その木の日陰の下で、遠くから来
る方々もそこで一息付けるような場所をつくるという
こと。そのような大きな木がいろいろ重なり合うこと
で、ひとつの地域が温かく活動的になっていくのでは
ないかと思います。
これはバラバラですけれども、これを無理やりひとつ
にまとめない。ひとつにまとめて責任を負ってしまう
と、疲れた時にもう終わりになってしまう。ですから、
できるだけ・できる限り・できるときに・できる人が
このようにひとつの地域を活性化するという漠然とし
た目標の中で協力をしていただくということは、持続
可能な SDGs の精神にもつながるのではないかと思わ
せていただいております。
このようなことは、お坊さんの視点や僧侶の視点など、
いろいろなことから話をすればもう話は尽きません
が、この辺で終わらせていただきたいと思います。
これからも、ここにいる皆さまのご協力をいろいろ仰
ぎたいと思いますけれども、何かありましたらお気軽
に声をかけていただきたいと思います。どうぞよろし
くお願いします。
以上で終わります。失礼いたします。ありがとうござ
いました。

会長の時間



 

■ 本日のプログラム ■
「元町おてら食堂をはじめとする地域活動」

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長
　皆さん、こんにち
は。お食事の方はお
続けください。３月
に入りまして、多少
暖かくなってきたと
思っておりますが、
まん延防止期間が残
念ながら延長になっ

てしまいました。そうはいっても４月には、気持ち良
く暖かい春を迎えられることを信じて引き続き前を向
いてしっかりやっていきたいと思っております。どう
ぞよろしくお願いいたします。
　また、長くは述べませんが、ロシアによるウクライ
ナ侵略については大変な事態になっていると思ってお
りますが、世界平和を希求するロータリーとして、ま
たひとりの人間としても、この事態が速やかに終息す
ることを強く願いたいと思っております。ご理解いた
だければと思います。
　本日は、３月３日ということで、桃の節句でござい
ます。本日であれば、この話を話題とするところであ
りますが、この話はスルーいたしまして、３月７日が
「サウナの日」と見つけました。少し無理がありますが、
サウナの話題をしたいと思います。
　昔は、サウナと言えばちょっと怖いおじさんがい
らっしゃって、なかなか行きづらい雰囲気があったと

思いますが、最近は若い人中心に『ととのう』 という
キャッチフレーズの下に大変なサウナブームになって
おります。我が家もちょうどそのくらいの息子がいて、
息子の影響があり、ここ１～２年、釧路近郊のサウナ
を少し開拓させていただいておりました。
皆さん行ったことがあるかもしれませんが、塘路の駅
前に『THE GEEK（ざ ぎーく）』というゲストハウス
を兼ねたサウナがありまして、釧路湿原をドーンと目
の前に眺めながら休む場所もあり、サウナと水風呂を
楽しめる場所があります。
経営しているのが東京の上場会社を辞めて行っている
達川さん、まだ 30歳ぐらいの若い方です。人と人が
集まる場所を作りたいとして、この場所にたどり着い
たというお話です。
僕は昨年の 12月ぐらいに行きましたけれども、その
時も大阪から来た５人組の大学生と静岡から来たおじ
さま１人が一緒になりまして、それはそれで、このサ
ウナに感動をして「本当に素晴らしい」とお話をして
いました。その後、達川さんと少しお話をしましたが、
「まだ開業をして１年と少しですが、少しずつこの地
域にも慣れてきて交流も増えてきた。弟子屈のまちお
こし協力隊の川上さん（先日こちらの例会にも来てい
ただきました、例のＵＨＢを辞めて来られた方です）
なども交流があって、地域活性化のアイデアを出し合
いながら一生懸命頑張っています」という話をしてお
りました。

　そうこうしているうちに新聞を見ていますと、今度
は鶴居の小学校の跡に、これも「本州から来た方がク
ラフト工場を立ち上げる」という記事も拝見しました。
厚岸のウィスキーから釧路・根室の地酒とコラボしな
がら行っていくと素晴らしい観光資源になるのではな
いかと思っております。
　以前も話をしましたが、このような地域活性化の種
を大きく育てられるかどうかは、われわれ地域住民の
温度の高さ・民度になってくるかと思いますが、また、
無理くりですが本日の藤井さんの『元町青年団』の活
動とはこの地域の民度から生まれたものと思っており
ますので、われわれもこの活動をもっと応援していく、
温度を高めていきたいと思っております。
　元町青年団ということで、この「元町」という名前
はご存じのとおり釧路地域には元町という地名はあり
ませんが、釧路地域発祥の地を総称して元町という名
前を付けたと聞いております。
この元町という存在しない地名つながりで、最後にひ
とつウンチクをご紹介して終わりにしたいと思いま
す。
実はトヨタ自動車発祥の地が愛知県の豊田市になりま
す。この豊田市に昔からあるトヨタの主力工場があり
まして、これが『元町工場』と言います。豊田市に元
町という名前がないのになぜ元町工場か、ですが、こ
れが「いい話」でして「もと・まち」でしょ。『元・
町工場』なのです。トヨタの創業者が「いくらトヨタ
が大きくなっても町工場だった時の精神を忘れるな」
という意味で主力工場に元町工場という名前を付けた
ということです。
また、無理くりですが、元町青年団の活動も釧路の歴
史をしっかりと受け継いで、引き継いで行こうという
思いから生まれたものだと思いますので、少しニュア
ンスが違うかもしれませんが、このトヨタの思いと共
通の思いがあるのではないかと思いまして、今日の話
を締めさせていただければと思っております。
本日のお話を楽しみにしております。どうぞよろしく
お願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事
　皆さま、こんにち
は。幹事報告をさせ
ていただきます。
他クラブの例会につ
きましては、お手元
の例会案内をご一読
ください。東クラブ、
ベイクラブの「えい

せい」の「せい」の文字が間違っておりました。生き
るという文字ですので訂正をお願いいたします。
　また、３月のロータリーレートは、１ドル 116 円

となっております。
昨日、事務局より会員の皆さまへ案内をさせていただ
きました「迷惑メールが非常に横行している」という
問題です。会員の中にも「何件か来た」という方がい
らっしゃいます。非常に悪質な内容、化けることがう
まい、地区のガバナー事務所の名前を語って添付ファ
イルを開かせる内容になっているものがあります。と
ても近しい、少し勘違いをしやすい内容になっていま
すので、ぜひ皆さま、パソコンでメールを受信した際
には、メール自体を見ただけでは感染はしないと聞い
ておりますので、送信者をだけではなく、添付ファイ
ルを開かれる前には内容、文面等をしっかりと確認を
した上で、ご自身で安全を見守っていただければと
思っております。
　以上でございます。よろしくお願いいたします。

大成寺副住職　藤井　敬亮君
　ご紹介に与りまし
た大成寺の藤井敬亮
でございます。持ち
時間が 25分の中で
どこまでお伝えでき
るか分かりませんけ
れども。先ほど会長
からお話があったよ

うに『元町青年団』、その活動の一環で、青年団の活
動ではありませんけれどもいろいろ関連してございま
す。そのようなところをご紹介させていただきます。
深い話をすると時間が足りないので、本当にこの場で
はご紹介という感じになるかと思いますけれどもお付
き合いください。『元町おてら食堂をはじめとする地
域活動』ということでございます。
私がこのようなことをいま行っています。具体的に５
つありまして、『元町青年団活動』『元町おてら食堂』『釧
路元町てらこや』『元町講座』、そして『くしろフット
パスを広め隊」』と、このような団体活動を行ってお
ります。
　先ほど、ご紹介があった「元町青年団活動」は
2015 年から始めていていますけれども創立以来、関
わっています。でも、私は青年という立場ではありま
せん。中心で動いていらっしゃる方は 30代前半の方
です。私としては、少し渋い意見を言ったり、「頑張っ
てそれをやってみたらいいじゃない」というような立
場で、極力協力をする立場で、この青年団の活動に携
わらせていただいております。
　『元町おてら食堂』が本日の主題ですが、これは、
私が言い出しっぺで始めました。この元町青年団で知

り合った方と組んで行いましたけれども、これが足か
け６年続いています。
「元町てらこや」も閉園した明照幼稚園、前の藤井正
信がこの会員でしたけれども、閉園をした明照幼稚園
を 2019 年から活用して子どもたちを集めて毎週土曜
日に開催をしております。
「元町講座」、これは元町青年団から派生したイベント、
講座です。
「くしろフットパスを広め隊」、これも元町青年団発足
時から釧路公立大の学生さんや教授と共同で「フット
パスをやろう」と進めてきた事業です。
　これが、いわゆる元町です。元町という地名はあり
ませんけれど、強引に元町という名前を付けさせてい
ただきました。この左下に米町・寺町という所がござ
います。そこをアップすると、赤丸で囲んだ所、もう
分かると思いますけれどもお寺と神社。下の方に４つ
重なっていますが、下から「西端寺」さん、そして「定
光寺」さん、そして「大成寺」、ウチです。そして日
蓮宗「法華寺」さん、その上は「厳島神社」。向かい
の方には菅原さんの「本行寺」さんと「聞名寺」さん
があります。これがだいたい元町青年団というか、私
が活動している足元、地域となりましょうか。
さらにアップします。これが大成寺の航空写真です。
下の方に赤い屋根、園庭があります。そこが、明照幼
稚園があった所。とても広い園庭です。この園庭では
毎年、夏になると町内会の盆踊りなどの催しが何十年
も前からここで開催されておりました。その幼稚園の
園庭の上の方にお寺があり、本堂と左側に３階建ての
納骨堂がございます。この１階が広い会館になってお
ります。そこでは昔、葬儀などを行っておりましたけ
れども、いまは大手の葬儀会社の会館でとなり、ほと
んど使うことがなくなりました。
場所もある、キッチンもある、すべて設備は整ってい
るのになかなか利用されない。活用されないもどかし
さがありました。明照幼稚園は 64年続き、根付いて
いておりまして地域の人々に親しまれていたという自
負があります。やっぱり寺があって、寺町であって、
そこでみんな育まれて、そしていまこのように大きな
大社などに育っていったという歴史がある場所と思わ
せていただきました。
ここを活用しよう。やっぱりこの地域を活性化させる
には、特色である寺が動かなければいけないだろう。
そう思って始めた様々な活動でございます。
　「元町おてら食堂」です。2017 年９月に元町おて
ら食堂実行委員会を立ち上げる。隔月に１回、毎月で
はありません。毎月だと辛くなります。持続可能なや
り方で行っております。隔月に１回開催、現在 16回
活動。当初、「大成寺」「釧路市社会福祉協議会」「釧
路市包括支援センター」「釧路市生活相談センターく
らしごと」の４団体で立ち上げました。後に、このよ

うなことを行うけれども協力をいただけるかと、「ま
ちおこし」さんにもお話をして、お待ちしておりまし
た。「本行寺」さん、そして「元町青年団」があと付
けで参加をされて、いまは仲良く活動をさせていただ
いております。調理スタッフはすべてボランティア、
現在 20名ほど登録をしていて、ボランティアと言っ
ても昔から地域にいるおばちゃん方です。僕の小さい
ころも知っているような同級生のお母さんなどが集
まって、キッチンスタッフとして参加してくださって
おります。その他、「道警学生ボランティア」、北海道
警察の方でもご理解ご協力をいただきまして学生ボラ
ンティアを連れてきてくれます。檀家や地元企業から
の食材等の提供なども度々ございました。小規模なフ
リーマーケットのコーナーなどを設置して賑やかに
行っていたところです。
会場を他の寺院に代え、寺町全体の活性化を目指して
できればいいなということです。そのような活動が大
まかな概要です。
　これは、第１回目の食堂が終わった時に、私個人の
ＳＮＳで投稿した文章です。自分でもうまくまとまっ
たと思いながら書きましたので、ここで紹介をさせて
いただきます。
過疎地域での多世代地域交流を目的に初の『おてら食
堂』が開店しました。開店直前からたくさんのお客様。
用意したメニューは、あっという間に売り切れ、80
食以上は出たようです。閉店予定の 14時まで持ちま
せんでした。古い写真や遊びコーナーも好評でした。
大成寺の宣伝イベントではなく、月に１回くらいの地
域の居間として福祉情報・地域情報の発信の場を目指
します。近隣のお寺の会場を借りて共同開催ができた
らいいなとも思います。将来の夢ですが。ということ
です。まだこの時は広がっていませんでした。大成寺
の過疎地域の悩みである独居・高齢者の引きこもり・
若年層の貧困・単身者の会話不足などは、地域住民の
定期的な顔合わせによる情報交流によって多くの問題
の解決の糸口となるのではないでしょうか。包括セン
ターさん・社協さん・くらしごとさん・お檀家さま、
皆さんの温かい慈悲のお気持ちで初回が大成功となり
ました。ありがとうございました。改めてお礼とこれ
からのご協力をお願いしましてご報告いたします。と
いうことであります。
この地域福祉に特化した団体が集まっております。包
括センターさんは、お年寄りなどに詳しい方。社協さ
んは、福祉全体。くらしごとさんは経済困窮者の支援
センターです。そのようなところから知恵や人脈をつ
ないでいただき、協力をして行っていただいておりま
す。
簡単な目的としては、全体を包括すると地域活性化が
目的。もうこれに尽きます。地域の公共資源としてお
寺を活用していただけたらいいなということ。地域の

明るい話題として多世代交流の場づくり、居場所づく
り、情報提供の場、を目的としております。
一番下に書いてありますけれども、このようにどこか
で活動していることが、「自分が住んでいる地域で何
かを行っている」と聞くだけでもその地域の人は、こ
の地域は生きているなと感じると思います。そのよう
に「生きている地域に住んでいる」という実感を持っ
てもらうということで、ささやかな活動ではあります
けれども続けて行って行かせていただけたらなと思っ
ております。
会議と進行、ふた月に１回ですから「開催日を始め」
とすると、それから１週間以内に振り返りと次回内容、
次々回の開催場所の決定。次の開催日の１週間ぐらい
前には直前内容を確認・決定。在庫確認・買い出しリ
スト、前々日に買い出し、前日に仕込み、そして開催
する。
この青い所だけが会議です。会議は２カ月に２回だけ
で、やっぱり、あまり力を入れ過ぎると。各団体は、
これを業務として携わってくださっています。ボラン
ティアとして私に協力をしてくれているのではなく、
各包括さん・社協さん・くらしごとさんは業務として
担当を決めて、きちんと携わってくださっているので
す。そのようなところを普通の業務に支障をきたさな
いように、肩の荷が軽い状態で続けられるように２カ
月に２回の会議で収めております。
これがだいぶ昔の会議風景ですけれど、すごく和やか
な感じですね。奥の方に地域の人、おばちゃん・おじ
ちゃん。そして手前の方は包括さんです。奥の右手は
くらしごとさん。手前に社協さん。これがこれまで大
なり小なり関わってくださったところです。
チラシはこのような感じで配らせていただいておりま
す。これも「おてら食堂実行委員会」として予算を付
けて、チラシを配るではなく、各団体事業者様が自分
の中の責任で、自分のできる範囲で告知して、チラシ
を配ってくださっております。当日は、『お寺の大広
間を地域の居間に』がコンセプトとして、元町おてら
食堂は、来た方みんなで交流をしながら楽しく食事が
できる場です。運営は地域ボランティアで成り立って
います。スタッフと参加者の境目はありませんので、
みんなで一緒に楽しい場所をつくりましょう。このよ
うなコンセプトで行っております。やっぱりその場に
いるすべての方々が参加者であり、事業者です。もう、
食事を提供する側・される側というような境目はなく
そう。みんなで和やかに行おうというコンセプトをつ
くらせていただきました。
これは告知先です。
このような過去のデータもあります。これが、第１回
です。2017 年９月 24日、参加者 96名。僕は、お
てら食堂を始めるとき 30名～ 40名集まれば良いか
な。それが毎月でもできれば、いろいろなお寺ででき

て、みんなが和やかに過ごせるのではないかと思って
いましたけれども、初回からいきなり 96名集まりま
した。キャパの問題がありまして、皆さんにお願いを
することが心苦しくなりまして、いまできるところは
限られていますけれども、これが第１回目です。
第２回目、参加者74名。少々減ったなとお思いでしょ
うが、この時は釧路市内が「暴風雨警報」ということ
で、小中学校が臨時休校になりました。それくらい酷
い雨風の日でした。前日までに仕込みをしていたので、
「開店休業だね」ということで開店しました。フタを
空けてみれば、もう雨風の中をびしょ濡れになりなが
ら 74名の方が集まってくださって、とてもありがた
く感じました。
　第３回、108 名。この日は１月、お正月だったの
で子どもに餅をつかせて、会館のステージの上ではカ
ルタを行いました。
　第４回、106 名です。これは 3月８日、ひなまつ
りということで、ちらし寿司のようなメニューとパチ
ンコの『夢屋』さんから賞味期限近くのお菓子を。何
度か提供いただきましたね。そのお菓子を来た子ども
たちに「おもちゃのお金でお買い物訓練をしてもらお
う」と行って、左下の写真ですけれども、子どもの相
手をしております。
　第５回、これは菅原さんの本行寺さんで行ったとこ
ろです。参加者が爆発的に増え、240 名です。これ
も右下でお買い物体験を行っています。左下では、あ
れがおもちゃのお金かな、子どもたちがみんな楽しん
で遊んでおります。
　第６回、これも本行寺さんです。参加者 91名。こ
の時あたりから「片隅で何かやらせてくれ」と。右上
の写真、「大きい麻雀牌の麻雀をやろう」という人が
いまして、やっていただきました。左上が、これは後
に紹介しますけれども、「フットパス」という元町地
域の街歩き団体、それを無理やりこのおてら食堂に合
わせて開催し、街歩きを行った後にお昼をここで食べ
ていただくというように、お寺をぞんぶんに活用して
いただきました。
　第 7回、273 名です。ステージの上に卓球台を置
いたり、このあたりからフリーマーケットを何軒か出
すようになりました。ささやかな小物ですが。
　第８回、これは西端寺さんです。この時もフリーマー
ケットの方々、そして子どもたちのお買い物体験。左
下の写真の奥に子どもの居場所づくり「ＪＵＭＰプラ
ン」というものがありますけれども、これは北海道警
察ＪＵＭＰ隊という学生ボランティアの方が来てくだ
さって手伝っていただいております。
　第９回、261名。これは大成寺です。これも１月だっ
たので、餅つきをしてカルタ大会です。このあたりか
ら、いろいろなところで聞きつけた大学生が「手伝い
たい」ということで集まってきまして、「どうぞ、子

ども担当でよろしくお願いします」ということで子ど
もは大学生に任せたりしました。
　第 10回、これは道警さんで、子どもたちに警察の
コスプレ衣装を着せて写真を撮ってあげるイベントを
行いました。これは西端寺さんです。
　これは、本行寺さん、228名。右下は「音別ふき蕗団」
代表の伊藤まりさん。この時フキの即売会を行って、
持ってきた分はすべて完売しました。
　第 12回、これは本行寺さんです。左下は道警マス
コットキャラクターの『ほくとくん』が来てくれまし
て、子どもの相手をしてくださいました。右上は、ほ
くとくんのぬりえです。
　第 13回、これは大成寺です。カレーを食べました。
第 14回、これも大成寺です。
　第 15回、217 名。コロナ前の１月 19日。この後、
コロナ禍に突入します。釧路小にマスクキット 300
個を寄贈いたしました。
その２カ月後には、「おてら食堂を振り返る」という
ことで、各団体の広報チラシと、いままでどのような
ことを行ったかのアンケートを書いたり、写真を添え
て報告する、ということを登録していただいた方に送
付させていただきました。
「居間で食事がありなら、居間で勉強もありだろう」と、
元町おてら食堂ではなく、食堂の所に「×」を付けて
講座として、郷土史家・佐藤宥紹先生や観光センター
の木村さんや私が講師となって、『元町おてら講座』
という講座を開かせていただきました。
「食事を提供することもやってみようか」ということ
で、昨年の 7月にテイクアウトでカレーをやってみ
ました。でも、お寺の居間でくつろいでいただくこと
がコンセプトなので、食糧配給とは違う、ちょっとず
れているね、ということでこのテイクアウトは１回で
終わっております。
　第 16回、これが今年の１月９日。２組・入れ替え
制で、50名 50名の 100 名限定で、対策をして開催
させていただきました。
過去のアンケートからこのようなアンケートがありま
した。下から３番目、「たくさんの方と一緒にご飯を
食べることがあまりないので楽しかったです」、この
ように老人の方からいただくとやって良かったと思い
ます。
これが、おてら食堂に関する新聞記事です。この「子
ども食堂、昨年の 1.6 倍に」と。これは昨年の新聞記
事ですけれども。道内は 1.4 倍の 161 カ所、その下
に「孤立防止も担う」と書いてあります。
私の中では、この孤立防止、この地域交流が主目的で、
子ども食堂が従です。やっぱり人が集まって何かをす
る所に子どもが集まる、そのようなことを元から主眼
としておりました。いうならば、子ども食堂という扱
いであれば、西洋医学のピンポイント手術のようなも

のです。この下の「孤立防止・地域の居場所提供」と
は、東洋医学の全体療法のような感じでしょうか。そ
のように考えておりますので、子ども食堂にも意味合
いとして足を踏み入れております。
これは、いろいろなところで講演、ご紹介しましたよ、
ということ。
　もうひとつ、『くしろ元町てらこや』、これは大成寺
の事業です。毎週土曜日 12時 30分から 15時まで、
地域の子どもたちを集めて開いております。民生委員
さんのご了解、地区町内会のご協力、おてら食堂のキッ
チンスタッフさんも手伝いに来てくださいます。教育
大学釧路校の地域・環境教育専攻地域教育分野という
難しい所からゼミ生が毎週 10名ぐらい、多い時は
14名～15名が来て子どもたちの世話をしてくださっ
ております。
これは、始めた時の告知記事です。釧路明照幼稚園は
昭和 30年に大成寺第６世住職の藤井正亮が始めまし
た。終戦より数年が経ち、復興の機運が高まっていた
ころでした。先に各宗連合の仏教協和会が仏教幼稚園
を富士見町に設立していましたが、６世住職は「いわ
ゆる下町地区にこそ教育が必要だ」と、大成寺の境内
で釧路明照幼稚園を始めました。その幼稚園が少子化
と地域情勢の変化により平成 30年に 64年の歴史に
幕を下ろしました。長きに亘り地域に親しまれた幼稚
園の設立時からの指針「あかるく・ただしく・なかよ
く」をいまに引き継ぎ、広い園舎と広大な園庭を子ど
もたちと地域の方のために活用することが一番良いこ
とだと思います。ということで、「てらこや」を始め
た動機でございます。
これが、『Haport』さんに紹介をした記事です。閉園
した幼稚園の施設や用具、広い園庭をそのまま活用し
ています。子どもに限らず地域の居場所をつくる活動
として大成寺が園舎を開放しています。教育大生のゼ
ミ活動の場ともなっており、学生が毎回参加をして、
時には企画をし、子どもたちと関わってくれます。勉
強も教えてくれます。地域の大人もお茶を飲みながら
子どもたちを見守ります。「何かさせる」という場所
ではありません。これが大事なのですよ。何かをさせ
る場所ではないですね。家族以外の大人、歳の違う友
だち、知らない友だちと一緒に過ごす中で、子ども自
身が考え、解決し、成長する場所を目指しています。
就学前のお子さんは責任者同伴でお願いしています。
というような意味合いで行っております。
これが、幼稚園と園庭で、教室とホールです。これは
大学生が子どもたちと一緒に縄跳び、奥の方では跳び
箱をしています。マットも出しています。柔らかい積
み木で子どもたちと遊んでいる様子です。これは教室
で黒板に落書きをしています。
これは夏に行った花火大会です。この時も子どもだけ
で30名ぐらい。親御さんを合わせると60名～70名、

もっとかな。ご両親が集まって本当に夏らしい花火大
会でした。
これは暗くなってから園舎をお化け屋敷にして「きも
だめし」の大会です。学生さんがいろいろなことを考
えて脅かしてくれました。これはクリスマスです。ス
ノードームのようなものをペットボトルで作った時で
す。スライドを見たり、これは学生さんが企画をして
みんなで遊ぼうということで遊んでくれました。多い
時では、子どもたちが 30名ぐらい、１クラス分ぐら
い来ます。ですから 10名くらいの学生さんが来てく
ださるととても助かります。
それと「元町講座」の活動。これは遊郭を特集した時
の講座で、160 名ぐらい集まりました。この時も北
陽高校の放送部に協力をいただき進行をしていただき
ました。これはコロナ禍で少し席数を減らして行いま
した。これも大学の先生に１コマを持ってもらって社
会学的な見地から、この元町のことについて発表をし
ていただきました。これもディスカッションです。郷
土史家・佐藤宥紹先生、左側には釧路公立大学の神野
先生です。右側には生徒と地域の方でディスカッショ
ンを行いました。
これがつい先日、２月 27日に行い新聞記事に載った
元町講座です。これには、釧路北陽高校の放送部、湖
陵高校の放送部、そして釧路公立大学の神野ゼミの３
年生・４年生が２組ずつです。公立大学の北島ゼミの
３年生から２組、卒業の研究発表ということで場を設
けました。これが元町講座です。
これが「フットパス」。これが街歩きです。これは高
校生と大学生共同の街歩き、「元町界隈を歩こう」と
行いました。これは灯台の裏の所で説明を受けている
ところです。終わりにお寺の会館でディスカッション
を行います。これは一般の方を招いた時、このような
食事会をしたり。この時は、米町公園に集合して弁天
ケ浜の清掃活動を行いました。
このようなことが私の活動ですけれども、この『青年
団活動』を始めとして、『おてら食堂』『てらこや』『元
町講座』『フットパスを広め隊』、そのような活動はそ

れぞれが独立しているわけではありません。執行部や
参加者や学生ボランティアなどがお互いにいろいろな
ところで重複し合っています。これ１つ取ってどうだ
ということではありません。これが、この元町の地域
でいろいろなところで活動をしていることが、この地
域に住む人々にとって、「生きている街に住んでいる」
と評価されるのではないかと思っております。「地元
に根を張る」という言葉がありますけれども、根を張
るには、足元でなければ根は張れません。土の中は潜
りこんで行かなければならない。その土というのは、
そこに住む人々なのです。その人の中に自分自身が飛
び込んで行かないと木として大きく成長することはで
きないと思います。その木の日陰の下で、遠くから来
る方々もそこで一息付けるような場所をつくるという
こと。そのような大きな木がいろいろ重なり合うこと
で、ひとつの地域が温かく活動的になっていくのでは
ないかと思います。
これはバラバラですけれども、これを無理やりひとつ
にまとめない。ひとつにまとめて責任を負ってしまう
と、疲れた時にもう終わりになってしまう。ですから、
できるだけ・できる限り・できるときに・できる人が
このようにひとつの地域を活性化するという漠然とし
た目標の中で協力をしていただくということは、持続
可能な SDGs の精神にもつながるのではないかと思わ
せていただいております。
このようなことは、お坊さんの視点や僧侶の視点など、
いろいろなことから話をすればもう話は尽きません
が、この辺で終わらせていただきたいと思います。
これからも、ここにいる皆さまのご協力をいろいろ仰
ぎたいと思いますけれども、何かありましたらお気軽
に声をかけていただきたいと思います。どうぞよろし
くお願いします。
以上で終わります。失礼いたします。ありがとうござ
いました。



 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長
　皆さん、こんにち
は。お食事の方はお
続けください。３月
に入りまして、多少
暖かくなってきたと
思っておりますが、
まん延防止期間が残
念ながら延長になっ

てしまいました。そうはいっても４月には、気持ち良
く暖かい春を迎えられることを信じて引き続き前を向
いてしっかりやっていきたいと思っております。どう
ぞよろしくお願いいたします。
　また、長くは述べませんが、ロシアによるウクライ
ナ侵略については大変な事態になっていると思ってお
りますが、世界平和を希求するロータリーとして、ま
たひとりの人間としても、この事態が速やかに終息す
ることを強く願いたいと思っております。ご理解いた
だければと思います。
　本日は、３月３日ということで、桃の節句でござい
ます。本日であれば、この話を話題とするところであ
りますが、この話はスルーいたしまして、３月７日が
「サウナの日」と見つけました。少し無理がありますが、
サウナの話題をしたいと思います。
　昔は、サウナと言えばちょっと怖いおじさんがい
らっしゃって、なかなか行きづらい雰囲気があったと

思いますが、最近は若い人中心に『ととのう』 という
キャッチフレーズの下に大変なサウナブームになって
おります。我が家もちょうどそのくらいの息子がいて、
息子の影響があり、ここ１～２年、釧路近郊のサウナ
を少し開拓させていただいておりました。
皆さん行ったことがあるかもしれませんが、塘路の駅
前に『THE GEEK（ざ ぎーく）』というゲストハウス
を兼ねたサウナがありまして、釧路湿原をドーンと目
の前に眺めながら休む場所もあり、サウナと水風呂を
楽しめる場所があります。
経営しているのが東京の上場会社を辞めて行っている
達川さん、まだ 30歳ぐらいの若い方です。人と人が
集まる場所を作りたいとして、この場所にたどり着い
たというお話です。
僕は昨年の 12月ぐらいに行きましたけれども、その
時も大阪から来た５人組の大学生と静岡から来たおじ
さま１人が一緒になりまして、それはそれで、このサ
ウナに感動をして「本当に素晴らしい」とお話をして
いました。その後、達川さんと少しお話をしましたが、
「まだ開業をして１年と少しですが、少しずつこの地
域にも慣れてきて交流も増えてきた。弟子屈のまちお
こし協力隊の川上さん（先日こちらの例会にも来てい
ただきました、例のＵＨＢを辞めて来られた方です）
なども交流があって、地域活性化のアイデアを出し合
いながら一生懸命頑張っています」という話をしてお
りました。

　そうこうしているうちに新聞を見ていますと、今度
は鶴居の小学校の跡に、これも「本州から来た方がク
ラフト工場を立ち上げる」という記事も拝見しました。
厚岸のウィスキーから釧路・根室の地酒とコラボしな
がら行っていくと素晴らしい観光資源になるのではな
いかと思っております。
　以前も話をしましたが、このような地域活性化の種
を大きく育てられるかどうかは、われわれ地域住民の
温度の高さ・民度になってくるかと思いますが、また、
無理くりですが本日の藤井さんの『元町青年団』の活
動とはこの地域の民度から生まれたものと思っており
ますので、われわれもこの活動をもっと応援していく、
温度を高めていきたいと思っております。
　元町青年団ということで、この「元町」という名前
はご存じのとおり釧路地域には元町という地名はあり
ませんが、釧路地域発祥の地を総称して元町という名
前を付けたと聞いております。
この元町という存在しない地名つながりで、最後にひ
とつウンチクをご紹介して終わりにしたいと思いま
す。
実はトヨタ自動車発祥の地が愛知県の豊田市になりま
す。この豊田市に昔からあるトヨタの主力工場があり
まして、これが『元町工場』と言います。豊田市に元
町という名前がないのになぜ元町工場か、ですが、こ
れが「いい話」でして「もと・まち」でしょ。『元・
町工場』なのです。トヨタの創業者が「いくらトヨタ
が大きくなっても町工場だった時の精神を忘れるな」
という意味で主力工場に元町工場という名前を付けた
ということです。
また、無理くりですが、元町青年団の活動も釧路の歴
史をしっかりと受け継いで、引き継いで行こうという
思いから生まれたものだと思いますので、少しニュア
ンスが違うかもしれませんが、このトヨタの思いと共
通の思いがあるのではないかと思いまして、今日の話
を締めさせていただければと思っております。
本日のお話を楽しみにしております。どうぞよろしく
お願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事
　皆さま、こんにち
は。幹事報告をさせ
ていただきます。
他クラブの例会につ
きましては、お手元
の例会案内をご一読
ください。東クラブ、
ベイクラブの「えい

せい」の「せい」の文字が間違っておりました。生き
るという文字ですので訂正をお願いいたします。
　また、３月のロータリーレートは、１ドル 116 円

となっております。
昨日、事務局より会員の皆さまへ案内をさせていただ
きました「迷惑メールが非常に横行している」という
問題です。会員の中にも「何件か来た」という方がい
らっしゃいます。非常に悪質な内容、化けることがう
まい、地区のガバナー事務所の名前を語って添付ファ
イルを開かせる内容になっているものがあります。と
ても近しい、少し勘違いをしやすい内容になっていま
すので、ぜひ皆さま、パソコンでメールを受信した際
には、メール自体を見ただけでは感染はしないと聞い
ておりますので、送信者をだけではなく、添付ファイ
ルを開かれる前には内容、文面等をしっかりと確認を
した上で、ご自身で安全を見守っていただければと
思っております。
　以上でございます。よろしくお願いいたします。

大成寺副住職　藤井　敬亮君
　ご紹介に与りまし
た大成寺の藤井敬亮
でございます。持ち
時間が 25分の中で
どこまでお伝えでき
るか分かりませんけ
れども。先ほど会長
からお話があったよ

うに『元町青年団』、その活動の一環で、青年団の活
動ではありませんけれどもいろいろ関連してございま
す。そのようなところをご紹介させていただきます。
深い話をすると時間が足りないので、本当にこの場で
はご紹介という感じになるかと思いますけれどもお付
き合いください。『元町おてら食堂をはじめとする地
域活動』ということでございます。
私がこのようなことをいま行っています。具体的に５
つありまして、『元町青年団活動』『元町おてら食堂』『釧
路元町てらこや』『元町講座』、そして『くしろフット
パスを広め隊」』と、このような団体活動を行ってお
ります。
　先ほど、ご紹介があった「元町青年団活動」は
2015 年から始めていていますけれども創立以来、関
わっています。でも、私は青年という立場ではありま
せん。中心で動いていらっしゃる方は 30代前半の方
です。私としては、少し渋い意見を言ったり、「頑張っ
てそれをやってみたらいいじゃない」というような立
場で、極力協力をする立場で、この青年団の活動に携
わらせていただいております。
　『元町おてら食堂』が本日の主題ですが、これは、
私が言い出しっぺで始めました。この元町青年団で知

り合った方と組んで行いましたけれども、これが足か
け６年続いています。
「元町てらこや」も閉園した明照幼稚園、前の藤井正
信がこの会員でしたけれども、閉園をした明照幼稚園
を 2019 年から活用して子どもたちを集めて毎週土曜
日に開催をしております。
「元町講座」、これは元町青年団から派生したイベント、
講座です。
「くしろフットパスを広め隊」、これも元町青年団発足
時から釧路公立大の学生さんや教授と共同で「フット
パスをやろう」と進めてきた事業です。
　これが、いわゆる元町です。元町という地名はあり
ませんけれど、強引に元町という名前を付けさせてい
ただきました。この左下に米町・寺町という所がござ
います。そこをアップすると、赤丸で囲んだ所、もう
分かると思いますけれどもお寺と神社。下の方に４つ
重なっていますが、下から「西端寺」さん、そして「定
光寺」さん、そして「大成寺」、ウチです。そして日
蓮宗「法華寺」さん、その上は「厳島神社」。向かい
の方には菅原さんの「本行寺」さんと「聞名寺」さん
があります。これがだいたい元町青年団というか、私
が活動している足元、地域となりましょうか。
さらにアップします。これが大成寺の航空写真です。
下の方に赤い屋根、園庭があります。そこが、明照幼
稚園があった所。とても広い園庭です。この園庭では
毎年、夏になると町内会の盆踊りなどの催しが何十年
も前からここで開催されておりました。その幼稚園の
園庭の上の方にお寺があり、本堂と左側に３階建ての
納骨堂がございます。この１階が広い会館になってお
ります。そこでは昔、葬儀などを行っておりましたけ
れども、いまは大手の葬儀会社の会館でとなり、ほと
んど使うことがなくなりました。
場所もある、キッチンもある、すべて設備は整ってい
るのになかなか利用されない。活用されないもどかし
さがありました。明照幼稚園は 64年続き、根付いて
いておりまして地域の人々に親しまれていたという自
負があります。やっぱり寺があって、寺町であって、
そこでみんな育まれて、そしていまこのように大きな
大社などに育っていったという歴史がある場所と思わ
せていただきました。
ここを活用しよう。やっぱりこの地域を活性化させる
には、特色である寺が動かなければいけないだろう。
そう思って始めた様々な活動でございます。
　「元町おてら食堂」です。2017 年９月に元町おて
ら食堂実行委員会を立ち上げる。隔月に１回、毎月で
はありません。毎月だと辛くなります。持続可能なや
り方で行っております。隔月に１回開催、現在 16回
活動。当初、「大成寺」「釧路市社会福祉協議会」「釧
路市包括支援センター」「釧路市生活相談センターく
らしごと」の４団体で立ち上げました。後に、このよ

うなことを行うけれども協力をいただけるかと、「ま
ちおこし」さんにもお話をして、お待ちしておりまし
た。「本行寺」さん、そして「元町青年団」があと付
けで参加をされて、いまは仲良く活動をさせていただ
いております。調理スタッフはすべてボランティア、
現在 20名ほど登録をしていて、ボランティアと言っ
ても昔から地域にいるおばちゃん方です。僕の小さい
ころも知っているような同級生のお母さんなどが集
まって、キッチンスタッフとして参加してくださって
おります。その他、「道警学生ボランティア」、北海道
警察の方でもご理解ご協力をいただきまして学生ボラ
ンティアを連れてきてくれます。檀家や地元企業から
の食材等の提供なども度々ございました。小規模なフ
リーマーケットのコーナーなどを設置して賑やかに
行っていたところです。
会場を他の寺院に代え、寺町全体の活性化を目指して
できればいいなということです。そのような活動が大
まかな概要です。
　これは、第１回目の食堂が終わった時に、私個人の
ＳＮＳで投稿した文章です。自分でもうまくまとまっ
たと思いながら書きましたので、ここで紹介をさせて
いただきます。
過疎地域での多世代地域交流を目的に初の『おてら食
堂』が開店しました。開店直前からたくさんのお客様。
用意したメニューは、あっという間に売り切れ、80
食以上は出たようです。閉店予定の 14時まで持ちま
せんでした。古い写真や遊びコーナーも好評でした。
大成寺の宣伝イベントではなく、月に１回くらいの地
域の居間として福祉情報・地域情報の発信の場を目指
します。近隣のお寺の会場を借りて共同開催ができた
らいいなとも思います。将来の夢ですが。ということ
です。まだこの時は広がっていませんでした。大成寺
の過疎地域の悩みである独居・高齢者の引きこもり・
若年層の貧困・単身者の会話不足などは、地域住民の
定期的な顔合わせによる情報交流によって多くの問題
の解決の糸口となるのではないでしょうか。包括セン
ターさん・社協さん・くらしごとさん・お檀家さま、
皆さんの温かい慈悲のお気持ちで初回が大成功となり
ました。ありがとうございました。改めてお礼とこれ
からのご協力をお願いしましてご報告いたします。と
いうことであります。
この地域福祉に特化した団体が集まっております。包
括センターさんは、お年寄りなどに詳しい方。社協さ
んは、福祉全体。くらしごとさんは経済困窮者の支援
センターです。そのようなところから知恵や人脈をつ
ないでいただき、協力をして行っていただいておりま
す。
簡単な目的としては、全体を包括すると地域活性化が
目的。もうこれに尽きます。地域の公共資源としてお
寺を活用していただけたらいいなということ。地域の

明るい話題として多世代交流の場づくり、居場所づく
り、情報提供の場、を目的としております。
一番下に書いてありますけれども、このようにどこか
で活動していることが、「自分が住んでいる地域で何
かを行っている」と聞くだけでもその地域の人は、こ
の地域は生きているなと感じると思います。そのよう
に「生きている地域に住んでいる」という実感を持っ
てもらうということで、ささやかな活動ではあります
けれども続けて行って行かせていただけたらなと思っ
ております。
会議と進行、ふた月に１回ですから「開催日を始め」
とすると、それから１週間以内に振り返りと次回内容、
次々回の開催場所の決定。次の開催日の１週間ぐらい
前には直前内容を確認・決定。在庫確認・買い出しリ
スト、前々日に買い出し、前日に仕込み、そして開催
する。
この青い所だけが会議です。会議は２カ月に２回だけ
で、やっぱり、あまり力を入れ過ぎると。各団体は、
これを業務として携わってくださっています。ボラン
ティアとして私に協力をしてくれているのではなく、
各包括さん・社協さん・くらしごとさんは業務として
担当を決めて、きちんと携わってくださっているので
す。そのようなところを普通の業務に支障をきたさな
いように、肩の荷が軽い状態で続けられるように２カ
月に２回の会議で収めております。
これがだいぶ昔の会議風景ですけれど、すごく和やか
な感じですね。奥の方に地域の人、おばちゃん・おじ
ちゃん。そして手前の方は包括さんです。奥の右手は
くらしごとさん。手前に社協さん。これがこれまで大
なり小なり関わってくださったところです。
チラシはこのような感じで配らせていただいておりま
す。これも「おてら食堂実行委員会」として予算を付
けて、チラシを配るではなく、各団体事業者様が自分
の中の責任で、自分のできる範囲で告知して、チラシ
を配ってくださっております。当日は、『お寺の大広
間を地域の居間に』がコンセプトとして、元町おてら
食堂は、来た方みんなで交流をしながら楽しく食事が
できる場です。運営は地域ボランティアで成り立って
います。スタッフと参加者の境目はありませんので、
みんなで一緒に楽しい場所をつくりましょう。このよ
うなコンセプトで行っております。やっぱりその場に
いるすべての方々が参加者であり、事業者です。もう、
食事を提供する側・される側というような境目はなく
そう。みんなで和やかに行おうというコンセプトをつ
くらせていただきました。
これは告知先です。
このような過去のデータもあります。これが、第１回
です。2017 年９月 24日、参加者 96名。僕は、お
てら食堂を始めるとき 30名～ 40名集まれば良いか
な。それが毎月でもできれば、いろいろなお寺ででき

て、みんなが和やかに過ごせるのではないかと思って
いましたけれども、初回からいきなり 96名集まりま
した。キャパの問題がありまして、皆さんにお願いを
することが心苦しくなりまして、いまできるところは
限られていますけれども、これが第１回目です。
第２回目、参加者74名。少々減ったなとお思いでしょ
うが、この時は釧路市内が「暴風雨警報」ということ
で、小中学校が臨時休校になりました。それくらい酷
い雨風の日でした。前日までに仕込みをしていたので、
「開店休業だね」ということで開店しました。フタを
空けてみれば、もう雨風の中をびしょ濡れになりなが
ら 74名の方が集まってくださって、とてもありがた
く感じました。
　第３回、108 名。この日は１月、お正月だったの
で子どもに餅をつかせて、会館のステージの上ではカ
ルタを行いました。
　第４回、106 名です。これは 3月８日、ひなまつ
りということで、ちらし寿司のようなメニューとパチ
ンコの『夢屋』さんから賞味期限近くのお菓子を。何
度か提供いただきましたね。そのお菓子を来た子ども
たちに「おもちゃのお金でお買い物訓練をしてもらお
う」と行って、左下の写真ですけれども、子どもの相
手をしております。
　第５回、これは菅原さんの本行寺さんで行ったとこ
ろです。参加者が爆発的に増え、240 名です。これ
も右下でお買い物体験を行っています。左下では、あ
れがおもちゃのお金かな、子どもたちがみんな楽しん
で遊んでおります。
　第６回、これも本行寺さんです。参加者 91名。こ
の時あたりから「片隅で何かやらせてくれ」と。右上
の写真、「大きい麻雀牌の麻雀をやろう」という人が
いまして、やっていただきました。左上が、これは後
に紹介しますけれども、「フットパス」という元町地
域の街歩き団体、それを無理やりこのおてら食堂に合
わせて開催し、街歩きを行った後にお昼をここで食べ
ていただくというように、お寺をぞんぶんに活用して
いただきました。
　第 7回、273 名です。ステージの上に卓球台を置
いたり、このあたりからフリーマーケットを何軒か出
すようになりました。ささやかな小物ですが。
　第８回、これは西端寺さんです。この時もフリーマー
ケットの方々、そして子どもたちのお買い物体験。左
下の写真の奥に子どもの居場所づくり「ＪＵＭＰプラ
ン」というものがありますけれども、これは北海道警
察ＪＵＭＰ隊という学生ボランティアの方が来てくだ
さって手伝っていただいております。
　第９回、261名。これは大成寺です。これも１月だっ
たので、餅つきをしてカルタ大会です。このあたりか
ら、いろいろなところで聞きつけた大学生が「手伝い
たい」ということで集まってきまして、「どうぞ、子

ども担当でよろしくお願いします」ということで子ど
もは大学生に任せたりしました。
　第 10回、これは道警さんで、子どもたちに警察の
コスプレ衣装を着せて写真を撮ってあげるイベントを
行いました。これは西端寺さんです。
　これは、本行寺さん、228名。右下は「音別ふき蕗団」
代表の伊藤まりさん。この時フキの即売会を行って、
持ってきた分はすべて完売しました。
　第 12回、これは本行寺さんです。左下は道警マス
コットキャラクターの『ほくとくん』が来てくれまし
て、子どもの相手をしてくださいました。右上は、ほ
くとくんのぬりえです。
　第 13回、これは大成寺です。カレーを食べました。
第 14回、これも大成寺です。
　第 15回、217 名。コロナ前の１月 19日。この後、
コロナ禍に突入します。釧路小にマスクキット 300
個を寄贈いたしました。
その２カ月後には、「おてら食堂を振り返る」という
ことで、各団体の広報チラシと、いままでどのような
ことを行ったかのアンケートを書いたり、写真を添え
て報告する、ということを登録していただいた方に送
付させていただきました。
「居間で食事がありなら、居間で勉強もありだろう」と、
元町おてら食堂ではなく、食堂の所に「×」を付けて
講座として、郷土史家・佐藤宥紹先生や観光センター
の木村さんや私が講師となって、『元町おてら講座』
という講座を開かせていただきました。
「食事を提供することもやってみようか」ということ
で、昨年の 7月にテイクアウトでカレーをやってみ
ました。でも、お寺の居間でくつろいでいただくこと
がコンセプトなので、食糧配給とは違う、ちょっとず
れているね、ということでこのテイクアウトは１回で
終わっております。
　第 16回、これが今年の１月９日。２組・入れ替え
制で、50名 50名の 100 名限定で、対策をして開催
させていただきました。
過去のアンケートからこのようなアンケートがありま
した。下から３番目、「たくさんの方と一緒にご飯を
食べることがあまりないので楽しかったです」、この
ように老人の方からいただくとやって良かったと思い
ます。
これが、おてら食堂に関する新聞記事です。この「子
ども食堂、昨年の 1.6 倍に」と。これは昨年の新聞記
事ですけれども。道内は 1.4 倍の 161 カ所、その下
に「孤立防止も担う」と書いてあります。
私の中では、この孤立防止、この地域交流が主目的で、
子ども食堂が従です。やっぱり人が集まって何かをす
る所に子どもが集まる、そのようなことを元から主眼
としておりました。いうならば、子ども食堂という扱
いであれば、西洋医学のピンポイント手術のようなも

のです。この下の「孤立防止・地域の居場所提供」と
は、東洋医学の全体療法のような感じでしょうか。そ
のように考えておりますので、子ども食堂にも意味合
いとして足を踏み入れております。
これは、いろいろなところで講演、ご紹介しましたよ、
ということ。
　もうひとつ、『くしろ元町てらこや』、これは大成寺
の事業です。毎週土曜日 12時 30分から 15時まで、
地域の子どもたちを集めて開いております。民生委員
さんのご了解、地区町内会のご協力、おてら食堂のキッ
チンスタッフさんも手伝いに来てくださいます。教育
大学釧路校の地域・環境教育専攻地域教育分野という
難しい所からゼミ生が毎週 10名ぐらい、多い時は
14名～15名が来て子どもたちの世話をしてくださっ
ております。
これは、始めた時の告知記事です。釧路明照幼稚園は
昭和 30年に大成寺第６世住職の藤井正亮が始めまし
た。終戦より数年が経ち、復興の機運が高まっていた
ころでした。先に各宗連合の仏教協和会が仏教幼稚園
を富士見町に設立していましたが、６世住職は「いわ
ゆる下町地区にこそ教育が必要だ」と、大成寺の境内
で釧路明照幼稚園を始めました。その幼稚園が少子化
と地域情勢の変化により平成 30年に 64年の歴史に
幕を下ろしました。長きに亘り地域に親しまれた幼稚
園の設立時からの指針「あかるく・ただしく・なかよ
く」をいまに引き継ぎ、広い園舎と広大な園庭を子ど
もたちと地域の方のために活用することが一番良いこ
とだと思います。ということで、「てらこや」を始め
た動機でございます。
これが、『Haport』さんに紹介をした記事です。閉園
した幼稚園の施設や用具、広い園庭をそのまま活用し
ています。子どもに限らず地域の居場所をつくる活動
として大成寺が園舎を開放しています。教育大生のゼ
ミ活動の場ともなっており、学生が毎回参加をして、
時には企画をし、子どもたちと関わってくれます。勉
強も教えてくれます。地域の大人もお茶を飲みながら
子どもたちを見守ります。「何かさせる」という場所
ではありません。これが大事なのですよ。何かをさせ
る場所ではないですね。家族以外の大人、歳の違う友
だち、知らない友だちと一緒に過ごす中で、子ども自
身が考え、解決し、成長する場所を目指しています。
就学前のお子さんは責任者同伴でお願いしています。
というような意味合いで行っております。
これが、幼稚園と園庭で、教室とホールです。これは
大学生が子どもたちと一緒に縄跳び、奥の方では跳び
箱をしています。マットも出しています。柔らかい積
み木で子どもたちと遊んでいる様子です。これは教室
で黒板に落書きをしています。
これは夏に行った花火大会です。この時も子どもだけ
で30名ぐらい。親御さんを合わせると60名～70名、

もっとかな。ご両親が集まって本当に夏らしい花火大
会でした。
これは暗くなってから園舎をお化け屋敷にして「きも
だめし」の大会です。学生さんがいろいろなことを考
えて脅かしてくれました。これはクリスマスです。ス
ノードームのようなものをペットボトルで作った時で
す。スライドを見たり、これは学生さんが企画をして
みんなで遊ぼうということで遊んでくれました。多い
時では、子どもたちが 30名ぐらい、１クラス分ぐら
い来ます。ですから 10名くらいの学生さんが来てく
ださるととても助かります。
それと「元町講座」の活動。これは遊郭を特集した時
の講座で、160 名ぐらい集まりました。この時も北
陽高校の放送部に協力をいただき進行をしていただき
ました。これはコロナ禍で少し席数を減らして行いま
した。これも大学の先生に１コマを持ってもらって社
会学的な見地から、この元町のことについて発表をし
ていただきました。これもディスカッションです。郷
土史家・佐藤宥紹先生、左側には釧路公立大学の神野
先生です。右側には生徒と地域の方でディスカッショ
ンを行いました。
これがつい先日、２月 27日に行い新聞記事に載った
元町講座です。これには、釧路北陽高校の放送部、湖
陵高校の放送部、そして釧路公立大学の神野ゼミの３
年生・４年生が２組ずつです。公立大学の北島ゼミの
３年生から２組、卒業の研究発表ということで場を設
けました。これが元町講座です。
これが「フットパス」。これが街歩きです。これは高
校生と大学生共同の街歩き、「元町界隈を歩こう」と
行いました。これは灯台の裏の所で説明を受けている
ところです。終わりにお寺の会館でディスカッション
を行います。これは一般の方を招いた時、このような
食事会をしたり。この時は、米町公園に集合して弁天
ケ浜の清掃活動を行いました。
このようなことが私の活動ですけれども、この『青年
団活動』を始めとして、『おてら食堂』『てらこや』『元
町講座』『フットパスを広め隊』、そのような活動はそ

れぞれが独立しているわけではありません。執行部や
参加者や学生ボランティアなどがお互いにいろいろな
ところで重複し合っています。これ１つ取ってどうだ
ということではありません。これが、この元町の地域
でいろいろなところで活動をしていることが、この地
域に住む人々にとって、「生きている街に住んでいる」
と評価されるのではないかと思っております。「地元
に根を張る」という言葉がありますけれども、根を張
るには、足元でなければ根は張れません。土の中は潜
りこんで行かなければならない。その土というのは、
そこに住む人々なのです。その人の中に自分自身が飛
び込んで行かないと木として大きく成長することはで
きないと思います。その木の日陰の下で、遠くから来
る方々もそこで一息付けるような場所をつくるという
こと。そのような大きな木がいろいろ重なり合うこと
で、ひとつの地域が温かく活動的になっていくのでは
ないかと思います。
これはバラバラですけれども、これを無理やりひとつ
にまとめない。ひとつにまとめて責任を負ってしまう
と、疲れた時にもう終わりになってしまう。ですから、
できるだけ・できる限り・できるときに・できる人が
このようにひとつの地域を活性化するという漠然とし
た目標の中で協力をしていただくということは、持続
可能な SDGs の精神にもつながるのではないかと思わ
せていただいております。
このようなことは、お坊さんの視点や僧侶の視点など、
いろいろなことから話をすればもう話は尽きません
が、この辺で終わらせていただきたいと思います。
これからも、ここにいる皆さまのご協力をいろいろ仰
ぎたいと思いますけれども、何かありましたらお気軽
に声をかけていただきたいと思います。どうぞよろし
くお願いします。
以上で終わります。失礼いたします。ありがとうござ
いました。



 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長
　皆さん、こんにち
は。お食事の方はお
続けください。３月
に入りまして、多少
暖かくなってきたと
思っておりますが、
まん延防止期間が残
念ながら延長になっ

てしまいました。そうはいっても４月には、気持ち良
く暖かい春を迎えられることを信じて引き続き前を向
いてしっかりやっていきたいと思っております。どう
ぞよろしくお願いいたします。
　また、長くは述べませんが、ロシアによるウクライ
ナ侵略については大変な事態になっていると思ってお
りますが、世界平和を希求するロータリーとして、ま
たひとりの人間としても、この事態が速やかに終息す
ることを強く願いたいと思っております。ご理解いた
だければと思います。
　本日は、３月３日ということで、桃の節句でござい
ます。本日であれば、この話を話題とするところであ
りますが、この話はスルーいたしまして、３月７日が
「サウナの日」と見つけました。少し無理がありますが、
サウナの話題をしたいと思います。
　昔は、サウナと言えばちょっと怖いおじさんがい
らっしゃって、なかなか行きづらい雰囲気があったと

思いますが、最近は若い人中心に『ととのう』 という
キャッチフレーズの下に大変なサウナブームになって
おります。我が家もちょうどそのくらいの息子がいて、
息子の影響があり、ここ１～２年、釧路近郊のサウナ
を少し開拓させていただいておりました。
皆さん行ったことがあるかもしれませんが、塘路の駅
前に『THE GEEK（ざ ぎーく）』というゲストハウス
を兼ねたサウナがありまして、釧路湿原をドーンと目
の前に眺めながら休む場所もあり、サウナと水風呂を
楽しめる場所があります。
経営しているのが東京の上場会社を辞めて行っている
達川さん、まだ 30歳ぐらいの若い方です。人と人が
集まる場所を作りたいとして、この場所にたどり着い
たというお話です。
僕は昨年の 12月ぐらいに行きましたけれども、その
時も大阪から来た５人組の大学生と静岡から来たおじ
さま１人が一緒になりまして、それはそれで、このサ
ウナに感動をして「本当に素晴らしい」とお話をして
いました。その後、達川さんと少しお話をしましたが、
「まだ開業をして１年と少しですが、少しずつこの地
域にも慣れてきて交流も増えてきた。弟子屈のまちお
こし協力隊の川上さん（先日こちらの例会にも来てい
ただきました、例のＵＨＢを辞めて来られた方です）
なども交流があって、地域活性化のアイデアを出し合
いながら一生懸命頑張っています」という話をしてお
りました。

　そうこうしているうちに新聞を見ていますと、今度
は鶴居の小学校の跡に、これも「本州から来た方がク
ラフト工場を立ち上げる」という記事も拝見しました。
厚岸のウィスキーから釧路・根室の地酒とコラボしな
がら行っていくと素晴らしい観光資源になるのではな
いかと思っております。
　以前も話をしましたが、このような地域活性化の種
を大きく育てられるかどうかは、われわれ地域住民の
温度の高さ・民度になってくるかと思いますが、また、
無理くりですが本日の藤井さんの『元町青年団』の活
動とはこの地域の民度から生まれたものと思っており
ますので、われわれもこの活動をもっと応援していく、
温度を高めていきたいと思っております。
　元町青年団ということで、この「元町」という名前
はご存じのとおり釧路地域には元町という地名はあり
ませんが、釧路地域発祥の地を総称して元町という名
前を付けたと聞いております。
この元町という存在しない地名つながりで、最後にひ
とつウンチクをご紹介して終わりにしたいと思いま
す。
実はトヨタ自動車発祥の地が愛知県の豊田市になりま
す。この豊田市に昔からあるトヨタの主力工場があり
まして、これが『元町工場』と言います。豊田市に元
町という名前がないのになぜ元町工場か、ですが、こ
れが「いい話」でして「もと・まち」でしょ。『元・
町工場』なのです。トヨタの創業者が「いくらトヨタ
が大きくなっても町工場だった時の精神を忘れるな」
という意味で主力工場に元町工場という名前を付けた
ということです。
また、無理くりですが、元町青年団の活動も釧路の歴
史をしっかりと受け継いで、引き継いで行こうという
思いから生まれたものだと思いますので、少しニュア
ンスが違うかもしれませんが、このトヨタの思いと共
通の思いがあるのではないかと思いまして、今日の話
を締めさせていただければと思っております。
本日のお話を楽しみにしております。どうぞよろしく
お願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事
　皆さま、こんにち
は。幹事報告をさせ
ていただきます。
他クラブの例会につ
きましては、お手元
の例会案内をご一読
ください。東クラブ、
ベイクラブの「えい

せい」の「せい」の文字が間違っておりました。生き
るという文字ですので訂正をお願いいたします。
　また、３月のロータリーレートは、１ドル 116 円

となっております。
昨日、事務局より会員の皆さまへ案内をさせていただ
きました「迷惑メールが非常に横行している」という
問題です。会員の中にも「何件か来た」という方がい
らっしゃいます。非常に悪質な内容、化けることがう
まい、地区のガバナー事務所の名前を語って添付ファ
イルを開かせる内容になっているものがあります。と
ても近しい、少し勘違いをしやすい内容になっていま
すので、ぜひ皆さま、パソコンでメールを受信した際
には、メール自体を見ただけでは感染はしないと聞い
ておりますので、送信者をだけではなく、添付ファイ
ルを開かれる前には内容、文面等をしっかりと確認を
した上で、ご自身で安全を見守っていただければと
思っております。
　以上でございます。よろしくお願いいたします。

大成寺副住職　藤井　敬亮君
　ご紹介に与りまし
た大成寺の藤井敬亮
でございます。持ち
時間が 25分の中で
どこまでお伝えでき
るか分かりませんけ
れども。先ほど会長
からお話があったよ

うに『元町青年団』、その活動の一環で、青年団の活
動ではありませんけれどもいろいろ関連してございま
す。そのようなところをご紹介させていただきます。
深い話をすると時間が足りないので、本当にこの場で
はご紹介という感じになるかと思いますけれどもお付
き合いください。『元町おてら食堂をはじめとする地
域活動』ということでございます。
私がこのようなことをいま行っています。具体的に５
つありまして、『元町青年団活動』『元町おてら食堂』『釧
路元町てらこや』『元町講座』、そして『くしろフット
パスを広め隊」』と、このような団体活動を行ってお
ります。
　先ほど、ご紹介があった「元町青年団活動」は
2015 年から始めていていますけれども創立以来、関
わっています。でも、私は青年という立場ではありま
せん。中心で動いていらっしゃる方は 30代前半の方
です。私としては、少し渋い意見を言ったり、「頑張っ
てそれをやってみたらいいじゃない」というような立
場で、極力協力をする立場で、この青年団の活動に携
わらせていただいております。
　『元町おてら食堂』が本日の主題ですが、これは、
私が言い出しっぺで始めました。この元町青年団で知

り合った方と組んで行いましたけれども、これが足か
け６年続いています。
「元町てらこや」も閉園した明照幼稚園、前の藤井正
信がこの会員でしたけれども、閉園をした明照幼稚園
を 2019 年から活用して子どもたちを集めて毎週土曜
日に開催をしております。
「元町講座」、これは元町青年団から派生したイベント、
講座です。
「くしろフットパスを広め隊」、これも元町青年団発足
時から釧路公立大の学生さんや教授と共同で「フット
パスをやろう」と進めてきた事業です。
　これが、いわゆる元町です。元町という地名はあり
ませんけれど、強引に元町という名前を付けさせてい
ただきました。この左下に米町・寺町という所がござ
います。そこをアップすると、赤丸で囲んだ所、もう
分かると思いますけれどもお寺と神社。下の方に４つ
重なっていますが、下から「西端寺」さん、そして「定
光寺」さん、そして「大成寺」、ウチです。そして日
蓮宗「法華寺」さん、その上は「厳島神社」。向かい
の方には菅原さんの「本行寺」さんと「聞名寺」さん
があります。これがだいたい元町青年団というか、私
が活動している足元、地域となりましょうか。
さらにアップします。これが大成寺の航空写真です。
下の方に赤い屋根、園庭があります。そこが、明照幼
稚園があった所。とても広い園庭です。この園庭では
毎年、夏になると町内会の盆踊りなどの催しが何十年
も前からここで開催されておりました。その幼稚園の
園庭の上の方にお寺があり、本堂と左側に３階建ての
納骨堂がございます。この１階が広い会館になってお
ります。そこでは昔、葬儀などを行っておりましたけ
れども、いまは大手の葬儀会社の会館でとなり、ほと
んど使うことがなくなりました。
場所もある、キッチンもある、すべて設備は整ってい
るのになかなか利用されない。活用されないもどかし
さがありました。明照幼稚園は 64年続き、根付いて
いておりまして地域の人々に親しまれていたという自
負があります。やっぱり寺があって、寺町であって、
そこでみんな育まれて、そしていまこのように大きな
大社などに育っていったという歴史がある場所と思わ
せていただきました。
ここを活用しよう。やっぱりこの地域を活性化させる
には、特色である寺が動かなければいけないだろう。
そう思って始めた様々な活動でございます。
　「元町おてら食堂」です。2017 年９月に元町おて
ら食堂実行委員会を立ち上げる。隔月に１回、毎月で
はありません。毎月だと辛くなります。持続可能なや
り方で行っております。隔月に１回開催、現在 16回
活動。当初、「大成寺」「釧路市社会福祉協議会」「釧
路市包括支援センター」「釧路市生活相談センターく
らしごと」の４団体で立ち上げました。後に、このよ

うなことを行うけれども協力をいただけるかと、「ま
ちおこし」さんにもお話をして、お待ちしておりまし
た。「本行寺」さん、そして「元町青年団」があと付
けで参加をされて、いまは仲良く活動をさせていただ
いております。調理スタッフはすべてボランティア、
現在 20名ほど登録をしていて、ボランティアと言っ
ても昔から地域にいるおばちゃん方です。僕の小さい
ころも知っているような同級生のお母さんなどが集
まって、キッチンスタッフとして参加してくださって
おります。その他、「道警学生ボランティア」、北海道
警察の方でもご理解ご協力をいただきまして学生ボラ
ンティアを連れてきてくれます。檀家や地元企業から
の食材等の提供なども度々ございました。小規模なフ
リーマーケットのコーナーなどを設置して賑やかに
行っていたところです。
会場を他の寺院に代え、寺町全体の活性化を目指して
できればいいなということです。そのような活動が大
まかな概要です。
　これは、第１回目の食堂が終わった時に、私個人の
ＳＮＳで投稿した文章です。自分でもうまくまとまっ
たと思いながら書きましたので、ここで紹介をさせて
いただきます。
過疎地域での多世代地域交流を目的に初の『おてら食
堂』が開店しました。開店直前からたくさんのお客様。
用意したメニューは、あっという間に売り切れ、80
食以上は出たようです。閉店予定の 14時まで持ちま
せんでした。古い写真や遊びコーナーも好評でした。
大成寺の宣伝イベントではなく、月に１回くらいの地
域の居間として福祉情報・地域情報の発信の場を目指
します。近隣のお寺の会場を借りて共同開催ができた
らいいなとも思います。将来の夢ですが。ということ
です。まだこの時は広がっていませんでした。大成寺
の過疎地域の悩みである独居・高齢者の引きこもり・
若年層の貧困・単身者の会話不足などは、地域住民の
定期的な顔合わせによる情報交流によって多くの問題
の解決の糸口となるのではないでしょうか。包括セン
ターさん・社協さん・くらしごとさん・お檀家さま、
皆さんの温かい慈悲のお気持ちで初回が大成功となり
ました。ありがとうございました。改めてお礼とこれ
からのご協力をお願いしましてご報告いたします。と
いうことであります。
この地域福祉に特化した団体が集まっております。包
括センターさんは、お年寄りなどに詳しい方。社協さ
んは、福祉全体。くらしごとさんは経済困窮者の支援
センターです。そのようなところから知恵や人脈をつ
ないでいただき、協力をして行っていただいておりま
す。
簡単な目的としては、全体を包括すると地域活性化が
目的。もうこれに尽きます。地域の公共資源としてお
寺を活用していただけたらいいなということ。地域の

明るい話題として多世代交流の場づくり、居場所づく
り、情報提供の場、を目的としております。
一番下に書いてありますけれども、このようにどこか
で活動していることが、「自分が住んでいる地域で何
かを行っている」と聞くだけでもその地域の人は、こ
の地域は生きているなと感じると思います。そのよう
に「生きている地域に住んでいる」という実感を持っ
てもらうということで、ささやかな活動ではあります
けれども続けて行って行かせていただけたらなと思っ
ております。
会議と進行、ふた月に１回ですから「開催日を始め」
とすると、それから１週間以内に振り返りと次回内容、
次々回の開催場所の決定。次の開催日の１週間ぐらい
前には直前内容を確認・決定。在庫確認・買い出しリ
スト、前々日に買い出し、前日に仕込み、そして開催
する。
この青い所だけが会議です。会議は２カ月に２回だけ
で、やっぱり、あまり力を入れ過ぎると。各団体は、
これを業務として携わってくださっています。ボラン
ティアとして私に協力をしてくれているのではなく、
各包括さん・社協さん・くらしごとさんは業務として
担当を決めて、きちんと携わってくださっているので
す。そのようなところを普通の業務に支障をきたさな
いように、肩の荷が軽い状態で続けられるように２カ
月に２回の会議で収めております。
これがだいぶ昔の会議風景ですけれど、すごく和やか
な感じですね。奥の方に地域の人、おばちゃん・おじ
ちゃん。そして手前の方は包括さんです。奥の右手は
くらしごとさん。手前に社協さん。これがこれまで大
なり小なり関わってくださったところです。
チラシはこのような感じで配らせていただいておりま
す。これも「おてら食堂実行委員会」として予算を付
けて、チラシを配るではなく、各団体事業者様が自分
の中の責任で、自分のできる範囲で告知して、チラシ
を配ってくださっております。当日は、『お寺の大広
間を地域の居間に』がコンセプトとして、元町おてら
食堂は、来た方みんなで交流をしながら楽しく食事が
できる場です。運営は地域ボランティアで成り立って
います。スタッフと参加者の境目はありませんので、
みんなで一緒に楽しい場所をつくりましょう。このよ
うなコンセプトで行っております。やっぱりその場に
いるすべての方々が参加者であり、事業者です。もう、
食事を提供する側・される側というような境目はなく
そう。みんなで和やかに行おうというコンセプトをつ
くらせていただきました。
これは告知先です。
このような過去のデータもあります。これが、第１回
です。2017 年９月 24日、参加者 96名。僕は、お
てら食堂を始めるとき 30名～ 40名集まれば良いか
な。それが毎月でもできれば、いろいろなお寺ででき

て、みんなが和やかに過ごせるのではないかと思って
いましたけれども、初回からいきなり 96名集まりま
した。キャパの問題がありまして、皆さんにお願いを
することが心苦しくなりまして、いまできるところは
限られていますけれども、これが第１回目です。
第２回目、参加者74名。少々減ったなとお思いでしょ
うが、この時は釧路市内が「暴風雨警報」ということ
で、小中学校が臨時休校になりました。それくらい酷
い雨風の日でした。前日までに仕込みをしていたので、
「開店休業だね」ということで開店しました。フタを
空けてみれば、もう雨風の中をびしょ濡れになりなが
ら 74名の方が集まってくださって、とてもありがた
く感じました。
　第３回、108 名。この日は１月、お正月だったの
で子どもに餅をつかせて、会館のステージの上ではカ
ルタを行いました。
　第４回、106 名です。これは 3月８日、ひなまつ
りということで、ちらし寿司のようなメニューとパチ
ンコの『夢屋』さんから賞味期限近くのお菓子を。何
度か提供いただきましたね。そのお菓子を来た子ども
たちに「おもちゃのお金でお買い物訓練をしてもらお
う」と行って、左下の写真ですけれども、子どもの相
手をしております。
　第５回、これは菅原さんの本行寺さんで行ったとこ
ろです。参加者が爆発的に増え、240 名です。これ
も右下でお買い物体験を行っています。左下では、あ
れがおもちゃのお金かな、子どもたちがみんな楽しん
で遊んでおります。
　第６回、これも本行寺さんです。参加者 91名。こ
の時あたりから「片隅で何かやらせてくれ」と。右上
の写真、「大きい麻雀牌の麻雀をやろう」という人が
いまして、やっていただきました。左上が、これは後
に紹介しますけれども、「フットパス」という元町地
域の街歩き団体、それを無理やりこのおてら食堂に合
わせて開催し、街歩きを行った後にお昼をここで食べ
ていただくというように、お寺をぞんぶんに活用して
いただきました。
　第 7回、273 名です。ステージの上に卓球台を置
いたり、このあたりからフリーマーケットを何軒か出
すようになりました。ささやかな小物ですが。
　第８回、これは西端寺さんです。この時もフリーマー
ケットの方々、そして子どもたちのお買い物体験。左
下の写真の奥に子どもの居場所づくり「ＪＵＭＰプラ
ン」というものがありますけれども、これは北海道警
察ＪＵＭＰ隊という学生ボランティアの方が来てくだ
さって手伝っていただいております。
　第９回、261名。これは大成寺です。これも１月だっ
たので、餅つきをしてカルタ大会です。このあたりか
ら、いろいろなところで聞きつけた大学生が「手伝い
たい」ということで集まってきまして、「どうぞ、子

ども担当でよろしくお願いします」ということで子ど
もは大学生に任せたりしました。
　第 10回、これは道警さんで、子どもたちに警察の
コスプレ衣装を着せて写真を撮ってあげるイベントを
行いました。これは西端寺さんです。
　これは、本行寺さん、228名。右下は「音別ふき蕗団」
代表の伊藤まりさん。この時フキの即売会を行って、
持ってきた分はすべて完売しました。
　第 12回、これは本行寺さんです。左下は道警マス
コットキャラクターの『ほくとくん』が来てくれまし
て、子どもの相手をしてくださいました。右上は、ほ
くとくんのぬりえです。
　第 13回、これは大成寺です。カレーを食べました。
第 14回、これも大成寺です。
　第 15回、217 名。コロナ前の１月 19日。この後、
コロナ禍に突入します。釧路小にマスクキット 300
個を寄贈いたしました。
その２カ月後には、「おてら食堂を振り返る」という
ことで、各団体の広報チラシと、いままでどのような
ことを行ったかのアンケートを書いたり、写真を添え
て報告する、ということを登録していただいた方に送
付させていただきました。
「居間で食事がありなら、居間で勉強もありだろう」と、
元町おてら食堂ではなく、食堂の所に「×」を付けて
講座として、郷土史家・佐藤宥紹先生や観光センター
の木村さんや私が講師となって、『元町おてら講座』
という講座を開かせていただきました。
「食事を提供することもやってみようか」ということ
で、昨年の 7月にテイクアウトでカレーをやってみ
ました。でも、お寺の居間でくつろいでいただくこと
がコンセプトなので、食糧配給とは違う、ちょっとず
れているね、ということでこのテイクアウトは１回で
終わっております。
　第 16回、これが今年の１月９日。２組・入れ替え
制で、50名 50名の 100 名限定で、対策をして開催
させていただきました。
過去のアンケートからこのようなアンケートがありま
した。下から３番目、「たくさんの方と一緒にご飯を
食べることがあまりないので楽しかったです」、この
ように老人の方からいただくとやって良かったと思い
ます。
これが、おてら食堂に関する新聞記事です。この「子
ども食堂、昨年の 1.6 倍に」と。これは昨年の新聞記
事ですけれども。道内は 1.4 倍の 161 カ所、その下
に「孤立防止も担う」と書いてあります。
私の中では、この孤立防止、この地域交流が主目的で、
子ども食堂が従です。やっぱり人が集まって何かをす
る所に子どもが集まる、そのようなことを元から主眼
としておりました。いうならば、子ども食堂という扱
いであれば、西洋医学のピンポイント手術のようなも

のです。この下の「孤立防止・地域の居場所提供」と
は、東洋医学の全体療法のような感じでしょうか。そ
のように考えておりますので、子ども食堂にも意味合
いとして足を踏み入れております。
これは、いろいろなところで講演、ご紹介しましたよ、
ということ。
　もうひとつ、『くしろ元町てらこや』、これは大成寺
の事業です。毎週土曜日 12時 30分から 15時まで、
地域の子どもたちを集めて開いております。民生委員
さんのご了解、地区町内会のご協力、おてら食堂のキッ
チンスタッフさんも手伝いに来てくださいます。教育
大学釧路校の地域・環境教育専攻地域教育分野という
難しい所からゼミ生が毎週 10名ぐらい、多い時は
14名～15名が来て子どもたちの世話をしてくださっ
ております。
これは、始めた時の告知記事です。釧路明照幼稚園は
昭和 30年に大成寺第６世住職の藤井正亮が始めまし
た。終戦より数年が経ち、復興の機運が高まっていた
ころでした。先に各宗連合の仏教協和会が仏教幼稚園
を富士見町に設立していましたが、６世住職は「いわ
ゆる下町地区にこそ教育が必要だ」と、大成寺の境内
で釧路明照幼稚園を始めました。その幼稚園が少子化
と地域情勢の変化により平成 30年に 64年の歴史に
幕を下ろしました。長きに亘り地域に親しまれた幼稚
園の設立時からの指針「あかるく・ただしく・なかよ
く」をいまに引き継ぎ、広い園舎と広大な園庭を子ど
もたちと地域の方のために活用することが一番良いこ
とだと思います。ということで、「てらこや」を始め
た動機でございます。
これが、『Haport』さんに紹介をした記事です。閉園
した幼稚園の施設や用具、広い園庭をそのまま活用し
ています。子どもに限らず地域の居場所をつくる活動
として大成寺が園舎を開放しています。教育大生のゼ
ミ活動の場ともなっており、学生が毎回参加をして、
時には企画をし、子どもたちと関わってくれます。勉
強も教えてくれます。地域の大人もお茶を飲みながら
子どもたちを見守ります。「何かさせる」という場所
ではありません。これが大事なのですよ。何かをさせ
る場所ではないですね。家族以外の大人、歳の違う友
だち、知らない友だちと一緒に過ごす中で、子ども自
身が考え、解決し、成長する場所を目指しています。
就学前のお子さんは責任者同伴でお願いしています。
というような意味合いで行っております。
これが、幼稚園と園庭で、教室とホールです。これは
大学生が子どもたちと一緒に縄跳び、奥の方では跳び
箱をしています。マットも出しています。柔らかい積
み木で子どもたちと遊んでいる様子です。これは教室
で黒板に落書きをしています。
これは夏に行った花火大会です。この時も子どもだけ
で30名ぐらい。親御さんを合わせると60名～70名、

もっとかな。ご両親が集まって本当に夏らしい花火大
会でした。
これは暗くなってから園舎をお化け屋敷にして「きも
だめし」の大会です。学生さんがいろいろなことを考
えて脅かしてくれました。これはクリスマスです。ス
ノードームのようなものをペットボトルで作った時で
す。スライドを見たり、これは学生さんが企画をして
みんなで遊ぼうということで遊んでくれました。多い
時では、子どもたちが 30名ぐらい、１クラス分ぐら
い来ます。ですから 10名くらいの学生さんが来てく
ださるととても助かります。
それと「元町講座」の活動。これは遊郭を特集した時
の講座で、160 名ぐらい集まりました。この時も北
陽高校の放送部に協力をいただき進行をしていただき
ました。これはコロナ禍で少し席数を減らして行いま
した。これも大学の先生に１コマを持ってもらって社
会学的な見地から、この元町のことについて発表をし
ていただきました。これもディスカッションです。郷
土史家・佐藤宥紹先生、左側には釧路公立大学の神野
先生です。右側には生徒と地域の方でディスカッショ
ンを行いました。
これがつい先日、２月 27日に行い新聞記事に載った
元町講座です。これには、釧路北陽高校の放送部、湖
陵高校の放送部、そして釧路公立大学の神野ゼミの３
年生・４年生が２組ずつです。公立大学の北島ゼミの
３年生から２組、卒業の研究発表ということで場を設
けました。これが元町講座です。
これが「フットパス」。これが街歩きです。これは高
校生と大学生共同の街歩き、「元町界隈を歩こう」と
行いました。これは灯台の裏の所で説明を受けている
ところです。終わりにお寺の会館でディスカッション
を行います。これは一般の方を招いた時、このような
食事会をしたり。この時は、米町公園に集合して弁天
ケ浜の清掃活動を行いました。
このようなことが私の活動ですけれども、この『青年
団活動』を始めとして、『おてら食堂』『てらこや』『元
町講座』『フットパスを広め隊』、そのような活動はそ

れぞれが独立しているわけではありません。執行部や
参加者や学生ボランティアなどがお互いにいろいろな
ところで重複し合っています。これ１つ取ってどうだ
ということではありません。これが、この元町の地域
でいろいろなところで活動をしていることが、この地
域に住む人々にとって、「生きている街に住んでいる」
と評価されるのではないかと思っております。「地元
に根を張る」という言葉がありますけれども、根を張
るには、足元でなければ根は張れません。土の中は潜
りこんで行かなければならない。その土というのは、
そこに住む人々なのです。その人の中に自分自身が飛
び込んで行かないと木として大きく成長することはで
きないと思います。その木の日陰の下で、遠くから来
る方々もそこで一息付けるような場所をつくるという
こと。そのような大きな木がいろいろ重なり合うこと
で、ひとつの地域が温かく活動的になっていくのでは
ないかと思います。
これはバラバラですけれども、これを無理やりひとつ
にまとめない。ひとつにまとめて責任を負ってしまう
と、疲れた時にもう終わりになってしまう。ですから、
できるだけ・できる限り・できるときに・できる人が
このようにひとつの地域を活性化するという漠然とし
た目標の中で協力をしていただくということは、持続
可能な SDGs の精神にもつながるのではないかと思わ
せていただいております。
このようなことは、お坊さんの視点や僧侶の視点など、
いろいろなことから話をすればもう話は尽きません
が、この辺で終わらせていただきたいと思います。
これからも、ここにいる皆さまのご協力をいろいろ仰
ぎたいと思いますけれども、何かありましたらお気軽
に声をかけていただきたいと思います。どうぞよろし
くお願いします。
以上で終わります。失礼いたします。ありがとうござ
いました。



 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長
　皆さん、こんにち
は。お食事の方はお
続けください。３月
に入りまして、多少
暖かくなってきたと
思っておりますが、
まん延防止期間が残
念ながら延長になっ

てしまいました。そうはいっても４月には、気持ち良
く暖かい春を迎えられることを信じて引き続き前を向
いてしっかりやっていきたいと思っております。どう
ぞよろしくお願いいたします。
　また、長くは述べませんが、ロシアによるウクライ
ナ侵略については大変な事態になっていると思ってお
りますが、世界平和を希求するロータリーとして、ま
たひとりの人間としても、この事態が速やかに終息す
ることを強く願いたいと思っております。ご理解いた
だければと思います。
　本日は、３月３日ということで、桃の節句でござい
ます。本日であれば、この話を話題とするところであ
りますが、この話はスルーいたしまして、３月７日が
「サウナの日」と見つけました。少し無理がありますが、
サウナの話題をしたいと思います。
　昔は、サウナと言えばちょっと怖いおじさんがい
らっしゃって、なかなか行きづらい雰囲気があったと

思いますが、最近は若い人中心に『ととのう』 という
キャッチフレーズの下に大変なサウナブームになって
おります。我が家もちょうどそのくらいの息子がいて、
息子の影響があり、ここ１～２年、釧路近郊のサウナ
を少し開拓させていただいておりました。
皆さん行ったことがあるかもしれませんが、塘路の駅
前に『THE GEEK（ざ ぎーく）』というゲストハウス
を兼ねたサウナがありまして、釧路湿原をドーンと目
の前に眺めながら休む場所もあり、サウナと水風呂を
楽しめる場所があります。
経営しているのが東京の上場会社を辞めて行っている
達川さん、まだ 30歳ぐらいの若い方です。人と人が
集まる場所を作りたいとして、この場所にたどり着い
たというお話です。
僕は昨年の 12月ぐらいに行きましたけれども、その
時も大阪から来た５人組の大学生と静岡から来たおじ
さま１人が一緒になりまして、それはそれで、このサ
ウナに感動をして「本当に素晴らしい」とお話をして
いました。その後、達川さんと少しお話をしましたが、
「まだ開業をして１年と少しですが、少しずつこの地
域にも慣れてきて交流も増えてきた。弟子屈のまちお
こし協力隊の川上さん（先日こちらの例会にも来てい
ただきました、例のＵＨＢを辞めて来られた方です）
なども交流があって、地域活性化のアイデアを出し合
いながら一生懸命頑張っています」という話をしてお
りました。

　そうこうしているうちに新聞を見ていますと、今度
は鶴居の小学校の跡に、これも「本州から来た方がク
ラフト工場を立ち上げる」という記事も拝見しました。
厚岸のウィスキーから釧路・根室の地酒とコラボしな
がら行っていくと素晴らしい観光資源になるのではな
いかと思っております。
　以前も話をしましたが、このような地域活性化の種
を大きく育てられるかどうかは、われわれ地域住民の
温度の高さ・民度になってくるかと思いますが、また、
無理くりですが本日の藤井さんの『元町青年団』の活
動とはこの地域の民度から生まれたものと思っており
ますので、われわれもこの活動をもっと応援していく、
温度を高めていきたいと思っております。
　元町青年団ということで、この「元町」という名前
はご存じのとおり釧路地域には元町という地名はあり
ませんが、釧路地域発祥の地を総称して元町という名
前を付けたと聞いております。
この元町という存在しない地名つながりで、最後にひ
とつウンチクをご紹介して終わりにしたいと思いま
す。
実はトヨタ自動車発祥の地が愛知県の豊田市になりま
す。この豊田市に昔からあるトヨタの主力工場があり
まして、これが『元町工場』と言います。豊田市に元
町という名前がないのになぜ元町工場か、ですが、こ
れが「いい話」でして「もと・まち」でしょ。『元・
町工場』なのです。トヨタの創業者が「いくらトヨタ
が大きくなっても町工場だった時の精神を忘れるな」
という意味で主力工場に元町工場という名前を付けた
ということです。
また、無理くりですが、元町青年団の活動も釧路の歴
史をしっかりと受け継いで、引き継いで行こうという
思いから生まれたものだと思いますので、少しニュア
ンスが違うかもしれませんが、このトヨタの思いと共
通の思いがあるのではないかと思いまして、今日の話
を締めさせていただければと思っております。
本日のお話を楽しみにしております。どうぞよろしく
お願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事
　皆さま、こんにち
は。幹事報告をさせ
ていただきます。
他クラブの例会につ
きましては、お手元
の例会案内をご一読
ください。東クラブ、
ベイクラブの「えい

せい」の「せい」の文字が間違っておりました。生き
るという文字ですので訂正をお願いいたします。
　また、３月のロータリーレートは、１ドル 116 円

となっております。
昨日、事務局より会員の皆さまへ案内をさせていただ
きました「迷惑メールが非常に横行している」という
問題です。会員の中にも「何件か来た」という方がい
らっしゃいます。非常に悪質な内容、化けることがう
まい、地区のガバナー事務所の名前を語って添付ファ
イルを開かせる内容になっているものがあります。と
ても近しい、少し勘違いをしやすい内容になっていま
すので、ぜひ皆さま、パソコンでメールを受信した際
には、メール自体を見ただけでは感染はしないと聞い
ておりますので、送信者をだけではなく、添付ファイ
ルを開かれる前には内容、文面等をしっかりと確認を
した上で、ご自身で安全を見守っていただければと
思っております。
　以上でございます。よろしくお願いいたします。

大成寺副住職　藤井　敬亮君
　ご紹介に与りまし
た大成寺の藤井敬亮
でございます。持ち
時間が 25分の中で
どこまでお伝えでき
るか分かりませんけ
れども。先ほど会長
からお話があったよ

うに『元町青年団』、その活動の一環で、青年団の活
動ではありませんけれどもいろいろ関連してございま
す。そのようなところをご紹介させていただきます。
深い話をすると時間が足りないので、本当にこの場で
はご紹介という感じになるかと思いますけれどもお付
き合いください。『元町おてら食堂をはじめとする地
域活動』ということでございます。
私がこのようなことをいま行っています。具体的に５
つありまして、『元町青年団活動』『元町おてら食堂』『釧
路元町てらこや』『元町講座』、そして『くしろフット
パスを広め隊」』と、このような団体活動を行ってお
ります。
　先ほど、ご紹介があった「元町青年団活動」は
2015 年から始めていていますけれども創立以来、関
わっています。でも、私は青年という立場ではありま
せん。中心で動いていらっしゃる方は 30代前半の方
です。私としては、少し渋い意見を言ったり、「頑張っ
てそれをやってみたらいいじゃない」というような立
場で、極力協力をする立場で、この青年団の活動に携
わらせていただいております。
　『元町おてら食堂』が本日の主題ですが、これは、
私が言い出しっぺで始めました。この元町青年団で知

り合った方と組んで行いましたけれども、これが足か
け６年続いています。
「元町てらこや」も閉園した明照幼稚園、前の藤井正
信がこの会員でしたけれども、閉園をした明照幼稚園
を 2019 年から活用して子どもたちを集めて毎週土曜
日に開催をしております。
「元町講座」、これは元町青年団から派生したイベント、
講座です。
「くしろフットパスを広め隊」、これも元町青年団発足
時から釧路公立大の学生さんや教授と共同で「フット
パスをやろう」と進めてきた事業です。
　これが、いわゆる元町です。元町という地名はあり
ませんけれど、強引に元町という名前を付けさせてい
ただきました。この左下に米町・寺町という所がござ
います。そこをアップすると、赤丸で囲んだ所、もう
分かると思いますけれどもお寺と神社。下の方に４つ
重なっていますが、下から「西端寺」さん、そして「定
光寺」さん、そして「大成寺」、ウチです。そして日
蓮宗「法華寺」さん、その上は「厳島神社」。向かい
の方には菅原さんの「本行寺」さんと「聞名寺」さん
があります。これがだいたい元町青年団というか、私
が活動している足元、地域となりましょうか。
さらにアップします。これが大成寺の航空写真です。
下の方に赤い屋根、園庭があります。そこが、明照幼
稚園があった所。とても広い園庭です。この園庭では
毎年、夏になると町内会の盆踊りなどの催しが何十年
も前からここで開催されておりました。その幼稚園の
園庭の上の方にお寺があり、本堂と左側に３階建ての
納骨堂がございます。この１階が広い会館になってお
ります。そこでは昔、葬儀などを行っておりましたけ
れども、いまは大手の葬儀会社の会館でとなり、ほと
んど使うことがなくなりました。
場所もある、キッチンもある、すべて設備は整ってい
るのになかなか利用されない。活用されないもどかし
さがありました。明照幼稚園は 64年続き、根付いて
いておりまして地域の人々に親しまれていたという自
負があります。やっぱり寺があって、寺町であって、
そこでみんな育まれて、そしていまこのように大きな
大社などに育っていったという歴史がある場所と思わ
せていただきました。
ここを活用しよう。やっぱりこの地域を活性化させる
には、特色である寺が動かなければいけないだろう。
そう思って始めた様々な活動でございます。
　「元町おてら食堂」です。2017 年９月に元町おて
ら食堂実行委員会を立ち上げる。隔月に１回、毎月で
はありません。毎月だと辛くなります。持続可能なや
り方で行っております。隔月に１回開催、現在 16回
活動。当初、「大成寺」「釧路市社会福祉協議会」「釧
路市包括支援センター」「釧路市生活相談センターく
らしごと」の４団体で立ち上げました。後に、このよ

うなことを行うけれども協力をいただけるかと、「ま
ちおこし」さんにもお話をして、お待ちしておりまし
た。「本行寺」さん、そして「元町青年団」があと付
けで参加をされて、いまは仲良く活動をさせていただ
いております。調理スタッフはすべてボランティア、
現在 20名ほど登録をしていて、ボランティアと言っ
ても昔から地域にいるおばちゃん方です。僕の小さい
ころも知っているような同級生のお母さんなどが集
まって、キッチンスタッフとして参加してくださって
おります。その他、「道警学生ボランティア」、北海道
警察の方でもご理解ご協力をいただきまして学生ボラ
ンティアを連れてきてくれます。檀家や地元企業から
の食材等の提供なども度々ございました。小規模なフ
リーマーケットのコーナーなどを設置して賑やかに
行っていたところです。
会場を他の寺院に代え、寺町全体の活性化を目指して
できればいいなということです。そのような活動が大
まかな概要です。
　これは、第１回目の食堂が終わった時に、私個人の
ＳＮＳで投稿した文章です。自分でもうまくまとまっ
たと思いながら書きましたので、ここで紹介をさせて
いただきます。
過疎地域での多世代地域交流を目的に初の『おてら食
堂』が開店しました。開店直前からたくさんのお客様。
用意したメニューは、あっという間に売り切れ、80
食以上は出たようです。閉店予定の 14時まで持ちま
せんでした。古い写真や遊びコーナーも好評でした。
大成寺の宣伝イベントではなく、月に１回くらいの地
域の居間として福祉情報・地域情報の発信の場を目指
します。近隣のお寺の会場を借りて共同開催ができた
らいいなとも思います。将来の夢ですが。ということ
です。まだこの時は広がっていませんでした。大成寺
の過疎地域の悩みである独居・高齢者の引きこもり・
若年層の貧困・単身者の会話不足などは、地域住民の
定期的な顔合わせによる情報交流によって多くの問題
の解決の糸口となるのではないでしょうか。包括セン
ターさん・社協さん・くらしごとさん・お檀家さま、
皆さんの温かい慈悲のお気持ちで初回が大成功となり
ました。ありがとうございました。改めてお礼とこれ
からのご協力をお願いしましてご報告いたします。と
いうことであります。
この地域福祉に特化した団体が集まっております。包
括センターさんは、お年寄りなどに詳しい方。社協さ
んは、福祉全体。くらしごとさんは経済困窮者の支援
センターです。そのようなところから知恵や人脈をつ
ないでいただき、協力をして行っていただいておりま
す。
簡単な目的としては、全体を包括すると地域活性化が
目的。もうこれに尽きます。地域の公共資源としてお
寺を活用していただけたらいいなということ。地域の

明るい話題として多世代交流の場づくり、居場所づく
り、情報提供の場、を目的としております。
一番下に書いてありますけれども、このようにどこか
で活動していることが、「自分が住んでいる地域で何
かを行っている」と聞くだけでもその地域の人は、こ
の地域は生きているなと感じると思います。そのよう
に「生きている地域に住んでいる」という実感を持っ
てもらうということで、ささやかな活動ではあります
けれども続けて行って行かせていただけたらなと思っ
ております。
会議と進行、ふた月に１回ですから「開催日を始め」
とすると、それから１週間以内に振り返りと次回内容、
次々回の開催場所の決定。次の開催日の１週間ぐらい
前には直前内容を確認・決定。在庫確認・買い出しリ
スト、前々日に買い出し、前日に仕込み、そして開催
する。
この青い所だけが会議です。会議は２カ月に２回だけ
で、やっぱり、あまり力を入れ過ぎると。各団体は、
これを業務として携わってくださっています。ボラン
ティアとして私に協力をしてくれているのではなく、
各包括さん・社協さん・くらしごとさんは業務として
担当を決めて、きちんと携わってくださっているので
す。そのようなところを普通の業務に支障をきたさな
いように、肩の荷が軽い状態で続けられるように２カ
月に２回の会議で収めております。
これがだいぶ昔の会議風景ですけれど、すごく和やか
な感じですね。奥の方に地域の人、おばちゃん・おじ
ちゃん。そして手前の方は包括さんです。奥の右手は
くらしごとさん。手前に社協さん。これがこれまで大
なり小なり関わってくださったところです。
チラシはこのような感じで配らせていただいておりま
す。これも「おてら食堂実行委員会」として予算を付
けて、チラシを配るではなく、各団体事業者様が自分
の中の責任で、自分のできる範囲で告知して、チラシ
を配ってくださっております。当日は、『お寺の大広
間を地域の居間に』がコンセプトとして、元町おてら
食堂は、来た方みんなで交流をしながら楽しく食事が
できる場です。運営は地域ボランティアで成り立って
います。スタッフと参加者の境目はありませんので、
みんなで一緒に楽しい場所をつくりましょう。このよ
うなコンセプトで行っております。やっぱりその場に
いるすべての方々が参加者であり、事業者です。もう、
食事を提供する側・される側というような境目はなく
そう。みんなで和やかに行おうというコンセプトをつ
くらせていただきました。
これは告知先です。
このような過去のデータもあります。これが、第１回
です。2017 年９月 24日、参加者 96名。僕は、お
てら食堂を始めるとき 30名～ 40名集まれば良いか
な。それが毎月でもできれば、いろいろなお寺ででき

て、みんなが和やかに過ごせるのではないかと思って
いましたけれども、初回からいきなり 96名集まりま
した。キャパの問題がありまして、皆さんにお願いを
することが心苦しくなりまして、いまできるところは
限られていますけれども、これが第１回目です。
第２回目、参加者74名。少々減ったなとお思いでしょ
うが、この時は釧路市内が「暴風雨警報」ということ
で、小中学校が臨時休校になりました。それくらい酷
い雨風の日でした。前日までに仕込みをしていたので、
「開店休業だね」ということで開店しました。フタを
空けてみれば、もう雨風の中をびしょ濡れになりなが
ら 74名の方が集まってくださって、とてもありがた
く感じました。
　第３回、108 名。この日は１月、お正月だったの
で子どもに餅をつかせて、会館のステージの上ではカ
ルタを行いました。
　第４回、106 名です。これは 3月８日、ひなまつ
りということで、ちらし寿司のようなメニューとパチ
ンコの『夢屋』さんから賞味期限近くのお菓子を。何
度か提供いただきましたね。そのお菓子を来た子ども
たちに「おもちゃのお金でお買い物訓練をしてもらお
う」と行って、左下の写真ですけれども、子どもの相
手をしております。
　第５回、これは菅原さんの本行寺さんで行ったとこ
ろです。参加者が爆発的に増え、240 名です。これ
も右下でお買い物体験を行っています。左下では、あ
れがおもちゃのお金かな、子どもたちがみんな楽しん
で遊んでおります。
　第６回、これも本行寺さんです。参加者 91名。こ
の時あたりから「片隅で何かやらせてくれ」と。右上
の写真、「大きい麻雀牌の麻雀をやろう」という人が
いまして、やっていただきました。左上が、これは後
に紹介しますけれども、「フットパス」という元町地
域の街歩き団体、それを無理やりこのおてら食堂に合
わせて開催し、街歩きを行った後にお昼をここで食べ
ていただくというように、お寺をぞんぶんに活用して
いただきました。
　第 7回、273 名です。ステージの上に卓球台を置
いたり、このあたりからフリーマーケットを何軒か出
すようになりました。ささやかな小物ですが。
　第８回、これは西端寺さんです。この時もフリーマー
ケットの方々、そして子どもたちのお買い物体験。左
下の写真の奥に子どもの居場所づくり「ＪＵＭＰプラ
ン」というものがありますけれども、これは北海道警
察ＪＵＭＰ隊という学生ボランティアの方が来てくだ
さって手伝っていただいております。
　第９回、261名。これは大成寺です。これも１月だっ
たので、餅つきをしてカルタ大会です。このあたりか
ら、いろいろなところで聞きつけた大学生が「手伝い
たい」ということで集まってきまして、「どうぞ、子

ども担当でよろしくお願いします」ということで子ど
もは大学生に任せたりしました。
　第 10回、これは道警さんで、子どもたちに警察の
コスプレ衣装を着せて写真を撮ってあげるイベントを
行いました。これは西端寺さんです。
　これは、本行寺さん、228名。右下は「音別ふき蕗団」
代表の伊藤まりさん。この時フキの即売会を行って、
持ってきた分はすべて完売しました。
　第 12回、これは本行寺さんです。左下は道警マス
コットキャラクターの『ほくとくん』が来てくれまし
て、子どもの相手をしてくださいました。右上は、ほ
くとくんのぬりえです。
　第 13回、これは大成寺です。カレーを食べました。
第 14回、これも大成寺です。
　第 15回、217 名。コロナ前の１月 19日。この後、
コロナ禍に突入します。釧路小にマスクキット 300
個を寄贈いたしました。
その２カ月後には、「おてら食堂を振り返る」という
ことで、各団体の広報チラシと、いままでどのような
ことを行ったかのアンケートを書いたり、写真を添え
て報告する、ということを登録していただいた方に送
付させていただきました。
「居間で食事がありなら、居間で勉強もありだろう」と、
元町おてら食堂ではなく、食堂の所に「×」を付けて
講座として、郷土史家・佐藤宥紹先生や観光センター
の木村さんや私が講師となって、『元町おてら講座』
という講座を開かせていただきました。
「食事を提供することもやってみようか」ということ
で、昨年の 7月にテイクアウトでカレーをやってみ
ました。でも、お寺の居間でくつろいでいただくこと
がコンセプトなので、食糧配給とは違う、ちょっとず
れているね、ということでこのテイクアウトは１回で
終わっております。
　第 16回、これが今年の１月９日。２組・入れ替え
制で、50名 50名の 100 名限定で、対策をして開催
させていただきました。
過去のアンケートからこのようなアンケートがありま
した。下から３番目、「たくさんの方と一緒にご飯を
食べることがあまりないので楽しかったです」、この
ように老人の方からいただくとやって良かったと思い
ます。
これが、おてら食堂に関する新聞記事です。この「子
ども食堂、昨年の 1.6 倍に」と。これは昨年の新聞記
事ですけれども。道内は 1.4 倍の 161 カ所、その下
に「孤立防止も担う」と書いてあります。
私の中では、この孤立防止、この地域交流が主目的で、
子ども食堂が従です。やっぱり人が集まって何かをす
る所に子どもが集まる、そのようなことを元から主眼
としておりました。いうならば、子ども食堂という扱
いであれば、西洋医学のピンポイント手術のようなも

のです。この下の「孤立防止・地域の居場所提供」と
は、東洋医学の全体療法のような感じでしょうか。そ
のように考えておりますので、子ども食堂にも意味合
いとして足を踏み入れております。
これは、いろいろなところで講演、ご紹介しましたよ、
ということ。
　もうひとつ、『くしろ元町てらこや』、これは大成寺
の事業です。毎週土曜日 12時 30分から 15時まで、
地域の子どもたちを集めて開いております。民生委員
さんのご了解、地区町内会のご協力、おてら食堂のキッ
チンスタッフさんも手伝いに来てくださいます。教育
大学釧路校の地域・環境教育専攻地域教育分野という
難しい所からゼミ生が毎週 10名ぐらい、多い時は
14名～15名が来て子どもたちの世話をしてくださっ
ております。
これは、始めた時の告知記事です。釧路明照幼稚園は
昭和 30年に大成寺第６世住職の藤井正亮が始めまし
た。終戦より数年が経ち、復興の機運が高まっていた
ころでした。先に各宗連合の仏教協和会が仏教幼稚園
を富士見町に設立していましたが、６世住職は「いわ
ゆる下町地区にこそ教育が必要だ」と、大成寺の境内
で釧路明照幼稚園を始めました。その幼稚園が少子化
と地域情勢の変化により平成 30年に 64年の歴史に
幕を下ろしました。長きに亘り地域に親しまれた幼稚
園の設立時からの指針「あかるく・ただしく・なかよ
く」をいまに引き継ぎ、広い園舎と広大な園庭を子ど
もたちと地域の方のために活用することが一番良いこ
とだと思います。ということで、「てらこや」を始め
た動機でございます。
これが、『Haport』さんに紹介をした記事です。閉園
した幼稚園の施設や用具、広い園庭をそのまま活用し
ています。子どもに限らず地域の居場所をつくる活動
として大成寺が園舎を開放しています。教育大生のゼ
ミ活動の場ともなっており、学生が毎回参加をして、
時には企画をし、子どもたちと関わってくれます。勉
強も教えてくれます。地域の大人もお茶を飲みながら
子どもたちを見守ります。「何かさせる」という場所
ではありません。これが大事なのですよ。何かをさせ
る場所ではないですね。家族以外の大人、歳の違う友
だち、知らない友だちと一緒に過ごす中で、子ども自
身が考え、解決し、成長する場所を目指しています。
就学前のお子さんは責任者同伴でお願いしています。
というような意味合いで行っております。
これが、幼稚園と園庭で、教室とホールです。これは
大学生が子どもたちと一緒に縄跳び、奥の方では跳び
箱をしています。マットも出しています。柔らかい積
み木で子どもたちと遊んでいる様子です。これは教室
で黒板に落書きをしています。
これは夏に行った花火大会です。この時も子どもだけ
で30名ぐらい。親御さんを合わせると60名～70名、

もっとかな。ご両親が集まって本当に夏らしい花火大
会でした。
これは暗くなってから園舎をお化け屋敷にして「きも
だめし」の大会です。学生さんがいろいろなことを考
えて脅かしてくれました。これはクリスマスです。ス
ノードームのようなものをペットボトルで作った時で
す。スライドを見たり、これは学生さんが企画をして
みんなで遊ぼうということで遊んでくれました。多い
時では、子どもたちが 30名ぐらい、１クラス分ぐら
い来ます。ですから 10名くらいの学生さんが来てく
ださるととても助かります。
それと「元町講座」の活動。これは遊郭を特集した時
の講座で、160 名ぐらい集まりました。この時も北
陽高校の放送部に協力をいただき進行をしていただき
ました。これはコロナ禍で少し席数を減らして行いま
した。これも大学の先生に１コマを持ってもらって社
会学的な見地から、この元町のことについて発表をし
ていただきました。これもディスカッションです。郷
土史家・佐藤宥紹先生、左側には釧路公立大学の神野
先生です。右側には生徒と地域の方でディスカッショ
ンを行いました。
これがつい先日、２月 27日に行い新聞記事に載った
元町講座です。これには、釧路北陽高校の放送部、湖
陵高校の放送部、そして釧路公立大学の神野ゼミの３
年生・４年生が２組ずつです。公立大学の北島ゼミの
３年生から２組、卒業の研究発表ということで場を設
けました。これが元町講座です。
これが「フットパス」。これが街歩きです。これは高
校生と大学生共同の街歩き、「元町界隈を歩こう」と
行いました。これは灯台の裏の所で説明を受けている
ところです。終わりにお寺の会館でディスカッション
を行います。これは一般の方を招いた時、このような
食事会をしたり。この時は、米町公園に集合して弁天
ケ浜の清掃活動を行いました。
このようなことが私の活動ですけれども、この『青年
団活動』を始めとして、『おてら食堂』『てらこや』『元
町講座』『フットパスを広め隊』、そのような活動はそ

れぞれが独立しているわけではありません。執行部や
参加者や学生ボランティアなどがお互いにいろいろな
ところで重複し合っています。これ１つ取ってどうだ
ということではありません。これが、この元町の地域
でいろいろなところで活動をしていることが、この地
域に住む人々にとって、「生きている街に住んでいる」
と評価されるのではないかと思っております。「地元
に根を張る」という言葉がありますけれども、根を張
るには、足元でなければ根は張れません。土の中は潜
りこんで行かなければならない。その土というのは、
そこに住む人々なのです。その人の中に自分自身が飛
び込んで行かないと木として大きく成長することはで
きないと思います。その木の日陰の下で、遠くから来
る方々もそこで一息付けるような場所をつくるという
こと。そのような大きな木がいろいろ重なり合うこと
で、ひとつの地域が温かく活動的になっていくのでは
ないかと思います。
これはバラバラですけれども、これを無理やりひとつ
にまとめない。ひとつにまとめて責任を負ってしまう
と、疲れた時にもう終わりになってしまう。ですから、
できるだけ・できる限り・できるときに・できる人が
このようにひとつの地域を活性化するという漠然とし
た目標の中で協力をしていただくということは、持続
可能な SDGs の精神にもつながるのではないかと思わ
せていただいております。
このようなことは、お坊さんの視点や僧侶の視点など、
いろいろなことから話をすればもう話は尽きません
が、この辺で終わらせていただきたいと思います。
これからも、ここにいる皆さまのご協力をいろいろ仰
ぎたいと思いますけれども、何かありましたらお気軽
に声をかけていただきたいと思います。どうぞよろし
くお願いします。
以上で終わります。失礼いたします。ありがとうござ
いました。



 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長
　皆さん、こんにち
は。お食事の方はお
続けください。３月
に入りまして、多少
暖かくなってきたと
思っておりますが、
まん延防止期間が残
念ながら延長になっ

てしまいました。そうはいっても４月には、気持ち良
く暖かい春を迎えられることを信じて引き続き前を向
いてしっかりやっていきたいと思っております。どう
ぞよろしくお願いいたします。
　また、長くは述べませんが、ロシアによるウクライ
ナ侵略については大変な事態になっていると思ってお
りますが、世界平和を希求するロータリーとして、ま
たひとりの人間としても、この事態が速やかに終息す
ることを強く願いたいと思っております。ご理解いた
だければと思います。
　本日は、３月３日ということで、桃の節句でござい
ます。本日であれば、この話を話題とするところであ
りますが、この話はスルーいたしまして、３月７日が
「サウナの日」と見つけました。少し無理がありますが、
サウナの話題をしたいと思います。
　昔は、サウナと言えばちょっと怖いおじさんがい
らっしゃって、なかなか行きづらい雰囲気があったと

思いますが、最近は若い人中心に『ととのう』 という
キャッチフレーズの下に大変なサウナブームになって
おります。我が家もちょうどそのくらいの息子がいて、
息子の影響があり、ここ１～２年、釧路近郊のサウナ
を少し開拓させていただいておりました。
皆さん行ったことがあるかもしれませんが、塘路の駅
前に『THE GEEK（ざ ぎーく）』というゲストハウス
を兼ねたサウナがありまして、釧路湿原をドーンと目
の前に眺めながら休む場所もあり、サウナと水風呂を
楽しめる場所があります。
経営しているのが東京の上場会社を辞めて行っている
達川さん、まだ 30歳ぐらいの若い方です。人と人が
集まる場所を作りたいとして、この場所にたどり着い
たというお話です。
僕は昨年の 12月ぐらいに行きましたけれども、その
時も大阪から来た５人組の大学生と静岡から来たおじ
さま１人が一緒になりまして、それはそれで、このサ
ウナに感動をして「本当に素晴らしい」とお話をして
いました。その後、達川さんと少しお話をしましたが、
「まだ開業をして１年と少しですが、少しずつこの地
域にも慣れてきて交流も増えてきた。弟子屈のまちお
こし協力隊の川上さん（先日こちらの例会にも来てい
ただきました、例のＵＨＢを辞めて来られた方です）
なども交流があって、地域活性化のアイデアを出し合
いながら一生懸命頑張っています」という話をしてお
りました。

　そうこうしているうちに新聞を見ていますと、今度
は鶴居の小学校の跡に、これも「本州から来た方がク
ラフト工場を立ち上げる」という記事も拝見しました。
厚岸のウィスキーから釧路・根室の地酒とコラボしな
がら行っていくと素晴らしい観光資源になるのではな
いかと思っております。
　以前も話をしましたが、このような地域活性化の種
を大きく育てられるかどうかは、われわれ地域住民の
温度の高さ・民度になってくるかと思いますが、また、
無理くりですが本日の藤井さんの『元町青年団』の活
動とはこの地域の民度から生まれたものと思っており
ますので、われわれもこの活動をもっと応援していく、
温度を高めていきたいと思っております。
　元町青年団ということで、この「元町」という名前
はご存じのとおり釧路地域には元町という地名はあり
ませんが、釧路地域発祥の地を総称して元町という名
前を付けたと聞いております。
この元町という存在しない地名つながりで、最後にひ
とつウンチクをご紹介して終わりにしたいと思いま
す。
実はトヨタ自動車発祥の地が愛知県の豊田市になりま
す。この豊田市に昔からあるトヨタの主力工場があり
まして、これが『元町工場』と言います。豊田市に元
町という名前がないのになぜ元町工場か、ですが、こ
れが「いい話」でして「もと・まち」でしょ。『元・
町工場』なのです。トヨタの創業者が「いくらトヨタ
が大きくなっても町工場だった時の精神を忘れるな」
という意味で主力工場に元町工場という名前を付けた
ということです。
また、無理くりですが、元町青年団の活動も釧路の歴
史をしっかりと受け継いで、引き継いで行こうという
思いから生まれたものだと思いますので、少しニュア
ンスが違うかもしれませんが、このトヨタの思いと共
通の思いがあるのではないかと思いまして、今日の話
を締めさせていただければと思っております。
本日のお話を楽しみにしております。どうぞよろしく
お願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事
　皆さま、こんにち
は。幹事報告をさせ
ていただきます。
他クラブの例会につ
きましては、お手元
の例会案内をご一読
ください。東クラブ、
ベイクラブの「えい

せい」の「せい」の文字が間違っておりました。生き
るという文字ですので訂正をお願いいたします。
　また、３月のロータリーレートは、１ドル 116 円

となっております。
昨日、事務局より会員の皆さまへ案内をさせていただ
きました「迷惑メールが非常に横行している」という
問題です。会員の中にも「何件か来た」という方がい
らっしゃいます。非常に悪質な内容、化けることがう
まい、地区のガバナー事務所の名前を語って添付ファ
イルを開かせる内容になっているものがあります。と
ても近しい、少し勘違いをしやすい内容になっていま
すので、ぜひ皆さま、パソコンでメールを受信した際
には、メール自体を見ただけでは感染はしないと聞い
ておりますので、送信者をだけではなく、添付ファイ
ルを開かれる前には内容、文面等をしっかりと確認を
した上で、ご自身で安全を見守っていただければと
思っております。
　以上でございます。よろしくお願いいたします。

大成寺副住職　藤井　敬亮君
　ご紹介に与りまし
た大成寺の藤井敬亮
でございます。持ち
時間が 25分の中で
どこまでお伝えでき
るか分かりませんけ
れども。先ほど会長
からお話があったよ

うに『元町青年団』、その活動の一環で、青年団の活
動ではありませんけれどもいろいろ関連してございま
す。そのようなところをご紹介させていただきます。
深い話をすると時間が足りないので、本当にこの場で
はご紹介という感じになるかと思いますけれどもお付
き合いください。『元町おてら食堂をはじめとする地
域活動』ということでございます。
私がこのようなことをいま行っています。具体的に５
つありまして、『元町青年団活動』『元町おてら食堂』『釧
路元町てらこや』『元町講座』、そして『くしろフット
パスを広め隊」』と、このような団体活動を行ってお
ります。
　先ほど、ご紹介があった「元町青年団活動」は
2015 年から始めていていますけれども創立以来、関
わっています。でも、私は青年という立場ではありま
せん。中心で動いていらっしゃる方は 30代前半の方
です。私としては、少し渋い意見を言ったり、「頑張っ
てそれをやってみたらいいじゃない」というような立
場で、極力協力をする立場で、この青年団の活動に携
わらせていただいております。
　『元町おてら食堂』が本日の主題ですが、これは、
私が言い出しっぺで始めました。この元町青年団で知

り合った方と組んで行いましたけれども、これが足か
け６年続いています。
「元町てらこや」も閉園した明照幼稚園、前の藤井正
信がこの会員でしたけれども、閉園をした明照幼稚園
を 2019 年から活用して子どもたちを集めて毎週土曜
日に開催をしております。
「元町講座」、これは元町青年団から派生したイベント、
講座です。
「くしろフットパスを広め隊」、これも元町青年団発足
時から釧路公立大の学生さんや教授と共同で「フット
パスをやろう」と進めてきた事業です。
　これが、いわゆる元町です。元町という地名はあり
ませんけれど、強引に元町という名前を付けさせてい
ただきました。この左下に米町・寺町という所がござ
います。そこをアップすると、赤丸で囲んだ所、もう
分かると思いますけれどもお寺と神社。下の方に４つ
重なっていますが、下から「西端寺」さん、そして「定
光寺」さん、そして「大成寺」、ウチです。そして日
蓮宗「法華寺」さん、その上は「厳島神社」。向かい
の方には菅原さんの「本行寺」さんと「聞名寺」さん
があります。これがだいたい元町青年団というか、私
が活動している足元、地域となりましょうか。
さらにアップします。これが大成寺の航空写真です。
下の方に赤い屋根、園庭があります。そこが、明照幼
稚園があった所。とても広い園庭です。この園庭では
毎年、夏になると町内会の盆踊りなどの催しが何十年
も前からここで開催されておりました。その幼稚園の
園庭の上の方にお寺があり、本堂と左側に３階建ての
納骨堂がございます。この１階が広い会館になってお
ります。そこでは昔、葬儀などを行っておりましたけ
れども、いまは大手の葬儀会社の会館でとなり、ほと
んど使うことがなくなりました。
場所もある、キッチンもある、すべて設備は整ってい
るのになかなか利用されない。活用されないもどかし
さがありました。明照幼稚園は 64年続き、根付いて
いておりまして地域の人々に親しまれていたという自
負があります。やっぱり寺があって、寺町であって、
そこでみんな育まれて、そしていまこのように大きな
大社などに育っていったという歴史がある場所と思わ
せていただきました。
ここを活用しよう。やっぱりこの地域を活性化させる
には、特色である寺が動かなければいけないだろう。
そう思って始めた様々な活動でございます。
　「元町おてら食堂」です。2017 年９月に元町おて
ら食堂実行委員会を立ち上げる。隔月に１回、毎月で
はありません。毎月だと辛くなります。持続可能なや
り方で行っております。隔月に１回開催、現在 16回
活動。当初、「大成寺」「釧路市社会福祉協議会」「釧
路市包括支援センター」「釧路市生活相談センターく
らしごと」の４団体で立ち上げました。後に、このよ

うなことを行うけれども協力をいただけるかと、「ま
ちおこし」さんにもお話をして、お待ちしておりまし
た。「本行寺」さん、そして「元町青年団」があと付
けで参加をされて、いまは仲良く活動をさせていただ
いております。調理スタッフはすべてボランティア、
現在 20名ほど登録をしていて、ボランティアと言っ
ても昔から地域にいるおばちゃん方です。僕の小さい
ころも知っているような同級生のお母さんなどが集
まって、キッチンスタッフとして参加してくださって
おります。その他、「道警学生ボランティア」、北海道
警察の方でもご理解ご協力をいただきまして学生ボラ
ンティアを連れてきてくれます。檀家や地元企業から
の食材等の提供なども度々ございました。小規模なフ
リーマーケットのコーナーなどを設置して賑やかに
行っていたところです。
会場を他の寺院に代え、寺町全体の活性化を目指して
できればいいなということです。そのような活動が大
まかな概要です。
　これは、第１回目の食堂が終わった時に、私個人の
ＳＮＳで投稿した文章です。自分でもうまくまとまっ
たと思いながら書きましたので、ここで紹介をさせて
いただきます。
過疎地域での多世代地域交流を目的に初の『おてら食
堂』が開店しました。開店直前からたくさんのお客様。
用意したメニューは、あっという間に売り切れ、80
食以上は出たようです。閉店予定の 14時まで持ちま
せんでした。古い写真や遊びコーナーも好評でした。
大成寺の宣伝イベントではなく、月に１回くらいの地
域の居間として福祉情報・地域情報の発信の場を目指
します。近隣のお寺の会場を借りて共同開催ができた
らいいなとも思います。将来の夢ですが。ということ
です。まだこの時は広がっていませんでした。大成寺
の過疎地域の悩みである独居・高齢者の引きこもり・
若年層の貧困・単身者の会話不足などは、地域住民の
定期的な顔合わせによる情報交流によって多くの問題
の解決の糸口となるのではないでしょうか。包括セン
ターさん・社協さん・くらしごとさん・お檀家さま、
皆さんの温かい慈悲のお気持ちで初回が大成功となり
ました。ありがとうございました。改めてお礼とこれ
からのご協力をお願いしましてご報告いたします。と
いうことであります。
この地域福祉に特化した団体が集まっております。包
括センターさんは、お年寄りなどに詳しい方。社協さ
んは、福祉全体。くらしごとさんは経済困窮者の支援
センターです。そのようなところから知恵や人脈をつ
ないでいただき、協力をして行っていただいておりま
す。
簡単な目的としては、全体を包括すると地域活性化が
目的。もうこれに尽きます。地域の公共資源としてお
寺を活用していただけたらいいなということ。地域の

明るい話題として多世代交流の場づくり、居場所づく
り、情報提供の場、を目的としております。
一番下に書いてありますけれども、このようにどこか
で活動していることが、「自分が住んでいる地域で何
かを行っている」と聞くだけでもその地域の人は、こ
の地域は生きているなと感じると思います。そのよう
に「生きている地域に住んでいる」という実感を持っ
てもらうということで、ささやかな活動ではあります
けれども続けて行って行かせていただけたらなと思っ
ております。
会議と進行、ふた月に１回ですから「開催日を始め」
とすると、それから１週間以内に振り返りと次回内容、
次々回の開催場所の決定。次の開催日の１週間ぐらい
前には直前内容を確認・決定。在庫確認・買い出しリ
スト、前々日に買い出し、前日に仕込み、そして開催
する。
この青い所だけが会議です。会議は２カ月に２回だけ
で、やっぱり、あまり力を入れ過ぎると。各団体は、
これを業務として携わってくださっています。ボラン
ティアとして私に協力をしてくれているのではなく、
各包括さん・社協さん・くらしごとさんは業務として
担当を決めて、きちんと携わってくださっているので
す。そのようなところを普通の業務に支障をきたさな
いように、肩の荷が軽い状態で続けられるように２カ
月に２回の会議で収めております。
これがだいぶ昔の会議風景ですけれど、すごく和やか
な感じですね。奥の方に地域の人、おばちゃん・おじ
ちゃん。そして手前の方は包括さんです。奥の右手は
くらしごとさん。手前に社協さん。これがこれまで大
なり小なり関わってくださったところです。
チラシはこのような感じで配らせていただいておりま
す。これも「おてら食堂実行委員会」として予算を付
けて、チラシを配るではなく、各団体事業者様が自分
の中の責任で、自分のできる範囲で告知して、チラシ
を配ってくださっております。当日は、『お寺の大広
間を地域の居間に』がコンセプトとして、元町おてら
食堂は、来た方みんなで交流をしながら楽しく食事が
できる場です。運営は地域ボランティアで成り立って
います。スタッフと参加者の境目はありませんので、
みんなで一緒に楽しい場所をつくりましょう。このよ
うなコンセプトで行っております。やっぱりその場に
いるすべての方々が参加者であり、事業者です。もう、
食事を提供する側・される側というような境目はなく
そう。みんなで和やかに行おうというコンセプトをつ
くらせていただきました。
これは告知先です。
このような過去のデータもあります。これが、第１回
です。2017 年９月 24日、参加者 96名。僕は、お
てら食堂を始めるとき 30名～ 40名集まれば良いか
な。それが毎月でもできれば、いろいろなお寺ででき

て、みんなが和やかに過ごせるのではないかと思って
いましたけれども、初回からいきなり 96名集まりま
した。キャパの問題がありまして、皆さんにお願いを
することが心苦しくなりまして、いまできるところは
限られていますけれども、これが第１回目です。
第２回目、参加者74名。少々減ったなとお思いでしょ
うが、この時は釧路市内が「暴風雨警報」ということ
で、小中学校が臨時休校になりました。それくらい酷
い雨風の日でした。前日までに仕込みをしていたので、
「開店休業だね」ということで開店しました。フタを
空けてみれば、もう雨風の中をびしょ濡れになりなが
ら 74名の方が集まってくださって、とてもありがた
く感じました。
　第３回、108 名。この日は１月、お正月だったの
で子どもに餅をつかせて、会館のステージの上ではカ
ルタを行いました。
　第４回、106 名です。これは 3月８日、ひなまつ
りということで、ちらし寿司のようなメニューとパチ
ンコの『夢屋』さんから賞味期限近くのお菓子を。何
度か提供いただきましたね。そのお菓子を来た子ども
たちに「おもちゃのお金でお買い物訓練をしてもらお
う」と行って、左下の写真ですけれども、子どもの相
手をしております。
　第５回、これは菅原さんの本行寺さんで行ったとこ
ろです。参加者が爆発的に増え、240 名です。これ
も右下でお買い物体験を行っています。左下では、あ
れがおもちゃのお金かな、子どもたちがみんな楽しん
で遊んでおります。
　第６回、これも本行寺さんです。参加者 91名。こ
の時あたりから「片隅で何かやらせてくれ」と。右上
の写真、「大きい麻雀牌の麻雀をやろう」という人が
いまして、やっていただきました。左上が、これは後
に紹介しますけれども、「フットパス」という元町地
域の街歩き団体、それを無理やりこのおてら食堂に合
わせて開催し、街歩きを行った後にお昼をここで食べ
ていただくというように、お寺をぞんぶんに活用して
いただきました。
　第 7回、273 名です。ステージの上に卓球台を置
いたり、このあたりからフリーマーケットを何軒か出
すようになりました。ささやかな小物ですが。
　第８回、これは西端寺さんです。この時もフリーマー
ケットの方々、そして子どもたちのお買い物体験。左
下の写真の奥に子どもの居場所づくり「ＪＵＭＰプラ
ン」というものがありますけれども、これは北海道警
察ＪＵＭＰ隊という学生ボランティアの方が来てくだ
さって手伝っていただいております。
　第９回、261名。これは大成寺です。これも１月だっ
たので、餅つきをしてカルタ大会です。このあたりか
ら、いろいろなところで聞きつけた大学生が「手伝い
たい」ということで集まってきまして、「どうぞ、子

ども担当でよろしくお願いします」ということで子ど
もは大学生に任せたりしました。
　第 10回、これは道警さんで、子どもたちに警察の
コスプレ衣装を着せて写真を撮ってあげるイベントを
行いました。これは西端寺さんです。
　これは、本行寺さん、228名。右下は「音別ふき蕗団」
代表の伊藤まりさん。この時フキの即売会を行って、
持ってきた分はすべて完売しました。
　第 12回、これは本行寺さんです。左下は道警マス
コットキャラクターの『ほくとくん』が来てくれまし
て、子どもの相手をしてくださいました。右上は、ほ
くとくんのぬりえです。
　第 13回、これは大成寺です。カレーを食べました。
第 14回、これも大成寺です。
　第 15回、217 名。コロナ前の１月 19日。この後、
コロナ禍に突入します。釧路小にマスクキット 300
個を寄贈いたしました。
その２カ月後には、「おてら食堂を振り返る」という
ことで、各団体の広報チラシと、いままでどのような
ことを行ったかのアンケートを書いたり、写真を添え
て報告する、ということを登録していただいた方に送
付させていただきました。
「居間で食事がありなら、居間で勉強もありだろう」と、
元町おてら食堂ではなく、食堂の所に「×」を付けて
講座として、郷土史家・佐藤宥紹先生や観光センター
の木村さんや私が講師となって、『元町おてら講座』
という講座を開かせていただきました。
「食事を提供することもやってみようか」ということ
で、昨年の 7月にテイクアウトでカレーをやってみ
ました。でも、お寺の居間でくつろいでいただくこと
がコンセプトなので、食糧配給とは違う、ちょっとず
れているね、ということでこのテイクアウトは１回で
終わっております。
　第 16回、これが今年の１月９日。２組・入れ替え
制で、50名 50名の 100 名限定で、対策をして開催
させていただきました。
過去のアンケートからこのようなアンケートがありま
した。下から３番目、「たくさんの方と一緒にご飯を
食べることがあまりないので楽しかったです」、この
ように老人の方からいただくとやって良かったと思い
ます。
これが、おてら食堂に関する新聞記事です。この「子
ども食堂、昨年の 1.6 倍に」と。これは昨年の新聞記
事ですけれども。道内は 1.4 倍の 161 カ所、その下
に「孤立防止も担う」と書いてあります。
私の中では、この孤立防止、この地域交流が主目的で、
子ども食堂が従です。やっぱり人が集まって何かをす
る所に子どもが集まる、そのようなことを元から主眼
としておりました。いうならば、子ども食堂という扱
いであれば、西洋医学のピンポイント手術のようなも

のです。この下の「孤立防止・地域の居場所提供」と
は、東洋医学の全体療法のような感じでしょうか。そ
のように考えておりますので、子ども食堂にも意味合
いとして足を踏み入れております。
これは、いろいろなところで講演、ご紹介しましたよ、
ということ。
　もうひとつ、『くしろ元町てらこや』、これは大成寺
の事業です。毎週土曜日 12時 30分から 15時まで、
地域の子どもたちを集めて開いております。民生委員
さんのご了解、地区町内会のご協力、おてら食堂のキッ
チンスタッフさんも手伝いに来てくださいます。教育
大学釧路校の地域・環境教育専攻地域教育分野という
難しい所からゼミ生が毎週 10名ぐらい、多い時は
14名～15名が来て子どもたちの世話をしてくださっ
ております。
これは、始めた時の告知記事です。釧路明照幼稚園は
昭和 30年に大成寺第６世住職の藤井正亮が始めまし
た。終戦より数年が経ち、復興の機運が高まっていた
ころでした。先に各宗連合の仏教協和会が仏教幼稚園
を富士見町に設立していましたが、６世住職は「いわ
ゆる下町地区にこそ教育が必要だ」と、大成寺の境内
で釧路明照幼稚園を始めました。その幼稚園が少子化
と地域情勢の変化により平成 30年に 64年の歴史に
幕を下ろしました。長きに亘り地域に親しまれた幼稚
園の設立時からの指針「あかるく・ただしく・なかよ
く」をいまに引き継ぎ、広い園舎と広大な園庭を子ど
もたちと地域の方のために活用することが一番良いこ
とだと思います。ということで、「てらこや」を始め
た動機でございます。
これが、『Haport』さんに紹介をした記事です。閉園
した幼稚園の施設や用具、広い園庭をそのまま活用し
ています。子どもに限らず地域の居場所をつくる活動
として大成寺が園舎を開放しています。教育大生のゼ
ミ活動の場ともなっており、学生が毎回参加をして、
時には企画をし、子どもたちと関わってくれます。勉
強も教えてくれます。地域の大人もお茶を飲みながら
子どもたちを見守ります。「何かさせる」という場所
ではありません。これが大事なのですよ。何かをさせ
る場所ではないですね。家族以外の大人、歳の違う友
だち、知らない友だちと一緒に過ごす中で、子ども自
身が考え、解決し、成長する場所を目指しています。
就学前のお子さんは責任者同伴でお願いしています。
というような意味合いで行っております。
これが、幼稚園と園庭で、教室とホールです。これは
大学生が子どもたちと一緒に縄跳び、奥の方では跳び
箱をしています。マットも出しています。柔らかい積
み木で子どもたちと遊んでいる様子です。これは教室
で黒板に落書きをしています。
これは夏に行った花火大会です。この時も子どもだけ
で30名ぐらい。親御さんを合わせると60名～70名、

もっとかな。ご両親が集まって本当に夏らしい花火大
会でした。
これは暗くなってから園舎をお化け屋敷にして「きも
だめし」の大会です。学生さんがいろいろなことを考
えて脅かしてくれました。これはクリスマスです。ス
ノードームのようなものをペットボトルで作った時で
す。スライドを見たり、これは学生さんが企画をして
みんなで遊ぼうということで遊んでくれました。多い
時では、子どもたちが 30名ぐらい、１クラス分ぐら
い来ます。ですから 10名くらいの学生さんが来てく
ださるととても助かります。
それと「元町講座」の活動。これは遊郭を特集した時
の講座で、160 名ぐらい集まりました。この時も北
陽高校の放送部に協力をいただき進行をしていただき
ました。これはコロナ禍で少し席数を減らして行いま
した。これも大学の先生に１コマを持ってもらって社
会学的な見地から、この元町のことについて発表をし
ていただきました。これもディスカッションです。郷
土史家・佐藤宥紹先生、左側には釧路公立大学の神野
先生です。右側には生徒と地域の方でディスカッショ
ンを行いました。
これがつい先日、２月 27日に行い新聞記事に載った
元町講座です。これには、釧路北陽高校の放送部、湖
陵高校の放送部、そして釧路公立大学の神野ゼミの３
年生・４年生が２組ずつです。公立大学の北島ゼミの
３年生から２組、卒業の研究発表ということで場を設
けました。これが元町講座です。
これが「フットパス」。これが街歩きです。これは高
校生と大学生共同の街歩き、「元町界隈を歩こう」と
行いました。これは灯台の裏の所で説明を受けている
ところです。終わりにお寺の会館でディスカッション
を行います。これは一般の方を招いた時、このような
食事会をしたり。この時は、米町公園に集合して弁天
ケ浜の清掃活動を行いました。
このようなことが私の活動ですけれども、この『青年
団活動』を始めとして、『おてら食堂』『てらこや』『元
町講座』『フットパスを広め隊』、そのような活動はそ

れぞれが独立しているわけではありません。執行部や
参加者や学生ボランティアなどがお互いにいろいろな
ところで重複し合っています。これ１つ取ってどうだ
ということではありません。これが、この元町の地域
でいろいろなところで活動をしていることが、この地
域に住む人々にとって、「生きている街に住んでいる」
と評価されるのではないかと思っております。「地元
に根を張る」という言葉がありますけれども、根を張
るには、足元でなければ根は張れません。土の中は潜
りこんで行かなければならない。その土というのは、
そこに住む人々なのです。その人の中に自分自身が飛
び込んで行かないと木として大きく成長することはで
きないと思います。その木の日陰の下で、遠くから来
る方々もそこで一息付けるような場所をつくるという
こと。そのような大きな木がいろいろ重なり合うこと
で、ひとつの地域が温かく活動的になっていくのでは
ないかと思います。
これはバラバラですけれども、これを無理やりひとつ
にまとめない。ひとつにまとめて責任を負ってしまう
と、疲れた時にもう終わりになってしまう。ですから、
できるだけ・できる限り・できるときに・できる人が
このようにひとつの地域を活性化するという漠然とし
た目標の中で協力をしていただくということは、持続
可能な SDGs の精神にもつながるのではないかと思わ
せていただいております。
このようなことは、お坊さんの視点や僧侶の視点など、
いろいろなことから話をすればもう話は尽きません
が、この辺で終わらせていただきたいと思います。
これからも、ここにいる皆さまのご協力をいろいろ仰
ぎたいと思いますけれども、何かありましたらお気軽
に声をかけていただきたいと思います。どうぞよろし
くお願いします。
以上で終わります。失礼いたします。ありがとうござ
いました。

本日のニコニコ献金

■杉村　荘平君 　三月になりました。引き続きよろしくお願いいたします。
■栗林　定正君　五輪女子アイスホッケー　浮田留依選手、中島谷友二郎コーチ　隔離を終え、無事帰って
　　　　　　　　着ました。改めて応援ありがとうございました。
■藤井　敬亮君　新聞に掲載されました。本日も宜しくお願い致します。
■中村　　司君　夫婦で今月誕生日です。

今年度累計　　478,000 円　　


